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a new way of learning Japanese
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▶すべての漢字にふりがな付きで，１年生から使える。
▶新開発の用紙で，20％の軽量化を実現。
▶類書中最軽量で，最大級の33,000語を収録。
▶豊富な用例・図版や例解コラムに加え，特設コラムをさらに充実。
▶地名・人名も取り上げ，他教科の学習にも活用できる。
▶�常用漢字をすべて収録，くわしく解説。付録に，イラストで楽しむ「く
らしの中の英語」ポスター。

▶２色刷。文字が大きいワイド版も同時刊行。

▶新開発の用紙で20％の軽量化を実現。
▶類書中最軽量で，最大の3,000字を収録。
▶最新人名用漢字983字にも対応。常用漢字は筆順を明示。
▶漢字の字義ごとに熟語を分類する画期的方式で漢字の意味の広がりを把握。
▶豊富な［例］［表現］欄，充実したコラム，多彩な付録。
▶�さくいんとしても使える「小学校で学ぶ漢字一覧表」ポスター・「漢
字辞典引き方ガイド」シートの二大特別付録つき。

▶２色刷。文字が大きいワイド版も同時刊行。
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各教科等における言語活動の
充実を目指して新学習指導要
領に対応。各教科等を通して
言語活動を充実させる取り組
みと，クロスカリキュラムを
取り入れた言語活動の考え方
をふまえた研究の集大成。

今こそ，教師の出番です。
がんばれ先生！
「ダメ教師！」
「モンスターペアレント！」
教師・親のバッシングから
真の教育改革は生まれない。
お父さん，お母さんにも
必読の書。

生きてはたらく
ことばの力を育てる
カリキュラムの創造

学校を元気にする
50のルール
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岩瀬成子 作，偕成社
小学校 4年生の波は，近所の家から
犬の散歩を頼まれます。彼女は，そ
の家で，そこにいるはずのない不思
議な男の子，朝夫と出会い……。

『そのぬくもりはきえない』

みやにしたつや 作・絵，金の星社
ふしぎなキャンディーをなめたブタくん
は，ふしぎな力が身について……。

『ふしぎなキャンディーやさん』
及川賢治，竹内繭子 作・絵，岩崎書店
ある朝のこと，牛乳をこぼしてしまったよし
おくん。どくどくと流れだした牛乳が……。

『よしおくんがぎゅうにゅうをこぼしてしまったおはなし』

間中ケイ子 著，てらいんく
「初雪」「冬の猫」「おひなさま」な
ど 66編の詩が紡ぐ季節の移ろい，
小さな発見。

『猫町五十四番地─間中ケイ子詩集』

舟崎克彦 作，宇野亜喜良 画，小学館
お母さんとはぐれてとほうにくれてい
る少女のまえに，おなかをすかせた悪
魔があらわれました……。

『悪魔のりんご』
もとしたいづみ 文，石井聖岳 絵，講談社
お花をつんでいたつるこちゃんの前
にあらわれたのは大きな“わに”，そし
て……。

『ふってきました』
長谷川義史 作・絵，教育画劇

ぼくがラーメンたべてるとき，となりで
ミケがあくびして，そのとなりのみっ
ちゃんは……。

『ぼくがラーメンたべてるとき』

本多明 作，小峰書店
幸子の家には，東京には珍しく広い庭
がある。それは，曾祖父母が大切に
手入れし，思いをこめて造った庭だっ
た……。

『幸子の庭』

2008年度に各賞を受賞した
児童図書をご紹介します。

大賞 読者賞

絵本賞 絵本賞 絵本賞

おすすめの本おすすめの本
第13回・日本絵本賞（毎日新聞社・（社）全国学校図書館協議会）

第48回・日本児童文学者協会賞
（日本児童文学者協会）

第41回・日本児童文学者協会
新人賞（日本児童文学者協会）
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巻頭エッセイ

　

人
と
人
は
、
こ
と
ば
で
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
け

れ
ど
重
宝
し
使
っ
て
い
た
カ
ッ
プ
や
ソ
ー
サ
ー
を
不
注
意
に
も

手
を
す
べ
ら
し
壊
し
て
し
ま
っ
た
と
き
、
共
通
の
こ
と
ば
が
な

い
こ
と
に
気
づ
き
、
戸
惑
う
。

「
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
。
ナ
ガ
イ
ア
イ
ダ
、
ゴ
ク
ロ
ウ
サ
マ
。
ソ
シ

テ
、
ア
リ
ガ
ト
ウ
」
と
一
人
、
届
か
な
い
か
も
知
れ
な
い
こ
と

ば
を
呟
く
。
か
け
ら
を
拾
い
な
が
ら
、彼
等
か
ら
の
こ
と
ば
を
、

ひ
た
す
ら
待
つ
。
互
い
に
異
次
元
に
暮
ら
す
も
の
？

同
志
の

交
信
は
ポ
エ
テ
ィ
ッ
ク
な
精
神
が
頼
み
の
綱
。

　

こ
の
地
球
に
は
バ
ッ
タ
、
モ
グ
ラ
、
蜜
蜂
、
小
鳥
な
ど
多
く

の
生
物
が
生
き
て
い
る
が
意
思
疎
通
は
難
し
い
。
難
し
い
け
れ

ど
不
可
能
で
は
な
い
。
つ
な
ぎ
た
い
思
い
が
不
可
能
を
可
能
に

変
え
る
。
そ
し
て
、
つ
な
ぎ
た
い
願
望
と
想
像
力
が
詩
や
童
話

を
初
め
多
種
の
作
品
を
生
み
、
文
化
を
形
作
っ
て
き
た
気
が
す

る
。
文
学
の
始
ま
り
は
、
つ
な
い
で
み
た
い
心
か
ら
出
発
し
た

気
が
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
え
た
い
対
象
に
よ
っ
て
民
話
、
寓

話
、
物
語
、
小
説
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
に
枝
分
か
れ
し
て
い
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
ア
ラ
ン
︵
本
名
は
エ
ミ
ー
ル
・
オ
ー

ギ
ュ
ス
ト
・
カ
ル
テ
ィ
エ
、
一
八
六
八
～
一
九
五
一
︶
は
人
間

に
と
っ
て
「
大
切
な
も
の
は
童
心
や
若
さ
で
あ
り
詩
で
あ
る
。

こ
れ
を
忘
れ
た
人
は
み
す
ぼ
ら
し
い
。
悲
し
い
か
な
、
そ
の
ま

ま
老
い
て
し
ま
う
ほ
か
は
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
。「
薬
用
植

物
を
研
究
す
る
に
し
て
も
、
同
時
に
木
を
と
り
ま
く
妖
精
た
ち

の
見
え
な
い
姿
を
追
う
一
瞬
の
き
ら
め
き
を
も
つ
べ
き
」と『
信

仰
に
つ
い
て
』
の
な
か
で
述
べ
て
い
る
。

こやま　峰子

つなぎたい　ことば
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お
し
つ
け
が
ま
し
く
な
く
、
詩
的
な
こ
と
ば
で
子
ど
も
や
大

人
に
作
品
を
届
け
ら
れ
た
ら
、
こ
と
ば
は
、
つ
な
ぎ
た
い
相
手

の
心
の
湖
で
小
魚
の
よ
う
に
、
ぴ
ち
ぴ
ち
と
息
づ
き
、
作
者
の

思
想
は
普
遍
性
を
も
ち
泳
ぎ
だ
す
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
作

者
の
想
い
を
背
負
っ
た
登
場
人
物
や
動
物
な
ど
が
物
語
の
な
か

で
健
気
に
動
き
ま
わ
る
姿
に
読
者
は
明
日
の
光
を
見
い
だ
し
、

勇
気
づ
け
ら
れ
、
新
し
い
一
歩
を
踏
み
だ
す
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。

　

私
は
思
う
。
頼
り
な
げ
で
あ
っ
て
も
、
宇
宙
に
小
石
を
投
げ

る
よ
う
に
み
え
な
い
相
手
に
夢
を
投
げ
か
け
て
見
た
い
衝
動
に

か
ら
れ
る
と
き
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に
生
れ
た
作
品
は

冒
険
的
す
ぎ
て
誰
か
ら
も
振
り
向
か
れ
な
い
で
あ
ろ
う
故
、
編

集
者
に
み
せ
る
勇
気
は
も
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
。
心
の
む
く
ま

ま
の
創
作
の
話
は
さ
て
お
き
、
時
代
の
風
に
も
耐
え
抜
き
人
の

心
に
根
を
お
ろ
し
育
っ
て
い
く
作
品
に
は
詩
情
と
同
時
に
厳
然

た
る
真
実
も
必
要
な
気
が
す
る
。

　

サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
の
作
品
に
多
く
の
読
者
が
魅
せ
ら
れ

る
大
き
な
理
由
は
事
実
を
事
実
と
し
て
前
面
に
押
し
だ
す
の
で

は
な
く
文
学
的
オ
プ
ラ
ー
ト
に
包
み
つ
つ
伝
え
て
い
く
思
想
が

核
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
世
界
中
の
読
者
を

さ
り
げ
な
く
説
得
し
て
い
く
魅
力
…
…
魔
力
の
ま
え
で
は
頭
を

下
げ
る
の
み
。

『
星
の
王
子
さ
ま
』
は
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
が
ア
メ
リ
カ
、

ニ
ュ
ヨ
ー
ク
に
亡
命
中
に
執
筆
さ
れ
た
。
あ
る
日
、
レ
ス
ト
ラ

ン
の
紙
ナ
フ
キ
ン
に
描
い
た
落
書
き
を
出
版
社
の
レ
イ
ナ
ル
＆

ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
社
社
長
が
み
て
、
子
ど
も
向
け
の
ク
リ
ス
マ
ス

作
品
と
し
て
創
作
を
依
頼
し
、
一
九
四
三
年
に
出
版
さ
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
が
消
息
を
た
ち
、
第
二

次
世
界
大
戦
が
終
結
し
た
次
の
年
、
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
は

世
界
百
四
十
以
上
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
累
計
二
千
万
部
以
上
の

売
り
上
げ
に
伸
び
て
い
く
。『
聖
書
』、マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』

に
つ
ぐ
世
界
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
。

　

飛
行
家
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
末

期
、
一
九
四
四
年
七
月
三
十
一
日
、
偵
察
飛
行
に
出
撃
し
た
ま

ま
、
行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
う
。
最
後
の
飛
行
場
は
ナ
ポ
レ

オ
ン
の
生
れ
た
地
中
海
に
浮
ぶ
コ
ル
シ
カ
島
の
バ
ス
デ
ィ
ア
に

あ
る
。
ジ
ェ
ノ
バ
統
治
時
代
の
面
影
が
残
る
町
の
飛
行
場
を
訪

れ
た
の
は
一
九
九
七
年
の
秋
。
日
本
か
ら
ニ
ー
ス
に
向
か
い
、

そ
こ
で
小
型
機
に
乗
換
え
、バ
ス
デ
ィ
ア
の
飛
行
場
に
降
り
た
。

飛
行
場
に
立
っ
た
と
き
、
潮
風
が
鼻
の
奥
を
ツ
ー
ン
と
刺
し
た

こ
と
は
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
は
、
こ

の
飛
行
場
を
最
後
に
何
処
か
に
消
え
て
し
ま
っ
た
！

と
い
う

お
も
い
が
旅
人
の
気
持
ち
を
感
傷
的
に
し
た
こ
と
は
記
憶
に
鮮

や
か
に
残
っ
て
い
る
。
あ
の
と
き
潮
風
が
、耳
元
で
さ
さ
や
く
。

「
大
切
な
こ
と
は
目
に
見
え
な
い
ん
だ
よ
…
…
心
で
さ
が
さ
な

い
と
ね
」

　

ア
ラ
ン
も
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
も
心
に
重
き
を
お
い
て
い

る
。
現
代
の
よ
う
に
寒
々
し
い
事
件
ば
か
り
が
起
き
て
い
る
と

き
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
作
品
が
多
く
の
人
々
に
読
ま
れ
る
こ
と

は
期
を
得
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
救
い
の
書
と
し
て
。

こやま　みねこ　詩画集『地雷のあしあと』（小
学館）は出版され５年経過したが現在もボスニ
ア・ヘルツェゴビナの子どもたちが描いた絵が全
国巡回中。11月は北海道芸術高校，2009年１
月『地雷のあしあと』合唱コンサート，４月も音
楽会を開催。
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集特

学
習
活
動
と
し
て
の
習
得
・
活
用

横
浜
国
立
大
学

髙
木　

展
郎

習
得
・
活
用
の
学
び
を
拓
く

１　

�

学
力
の
重
要
な
要
素

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
、
平
成
20
年
３
月
に
告

示
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、「
第
１
章　

総
則　

第
１ 

教
育
課
程
編
成
の
一
般
方
針
」「
１
」
で
は
、
こ
れ

か
ら
求
め
ら
れ
る
学
力
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
示

さ
れ
て
い
る
。

　

�　

学
校
の
教
育
活
動
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

各
学
校
に
お
い
て
、
児
童
（
生
徒
）
に
生
き
る
力

を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
指
し
、
創
意
工
夫
を
生
か

し
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
す
る
中
で
、
基

礎
的
・
基
本
的
な
知
識
及
び
技
能
を
確
実
に
習
得

さ
せ
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
必
要
な
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
そ
の
他

の
能
力
を
は
ぐ
く
む
と
と
も
に
、
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
を
養
い
、
個
性
を
生
か
す
教
育

の
充
実
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、

児
童
（
生
徒
）
の
発
達
の
段
階
を
考
慮
し
て
、
児

童
（
生
徒
）
の
言
語
活
動
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、

家
庭
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
（
生
徒
）

の
学
習
習
慣
が
確
立
す
る
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
小
学
校
学
習
指
導
要
領
p
13
、
中
学

校
学
習
指
導
要
領
p
15
）。

　

こ
こ
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
る
学
力
の

重
要
な
要
素
と
し
て
、
第
一
に
、
基
礎
的
・
基
本
的

な
知
識
及
び
技
能
を
確
実
に
習
得
す
る
こ
と
。
第
二

に
、
習
得
し
た
こ
と
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
必
要
な
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
そ
の
他

の
能
力
を
は
ぐ
く
む
こ
と
。
第
三
に
、
主
体
的
に
学

習
に
取
り
組
む
態
度
を
養
う
こ
と
（
学
習
意
欲
）。

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
に
、

言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

２　

活
用
と
い
う
用
語
の
定
位

「
習
得
」「
探
究
」
と
い
う
用
語
が
文
部
科
学
省
関

係
で
初
出
し
た
の
は
、
中
央
教
育
審
議
会
『
新
し
い

時
代
の
義
務
教
育
を
創
造
す
る
（
答
申
）』（
平
成
17

年
10
月
26
日
）
で
あ
る
。
そ
の
序
章
に
は
、
次
の
よ

う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

○　�

現
行
の
学
習
指
導
要
領
の
学
力
観
に
つ
い
て
、

様
々
な
議
論
が
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
基
礎

的
な
知
識
・
技
能
の
育
成
（
い
わ
ゆ
る
習
得

型
の
教
育
）
と
、
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力

の
育
成
（
い
わ
ゆ
る
探
究
型
の
教
育
）
と
は
、

対
立
的
あ
る
い
は
二
者
択
一
的
に
と
ら
え
る

「
習
得
」「
活
用
」
の
学
び
と
は
何
か
、

国
語
科
と
他
教
科
で
の
連
携
を
考
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
を
追
い
ま
し
た
。
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■特集　習得・活用の学びを拓く

べ
き
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
両
方
を
総
合
的

に
育
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

右
記
に
は
、「
活
用
」
と
い
う
用
語
は
用
い
ら
れ

て
い
な
い
。「
活
用
」
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
た

の
は
、
中
央
教
育
審
議
会 

初
等
中
等
教
育
分
科
会 

教
育
課
程
部
会 

審
議
経
過
報
告
（
概
要
）（
平
成
18

年
2
月
13
日
）
で
、以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

２　
教
育
内
容
等
の
改
善
の
方
向

　
　
（
１
）　�

人
間
力
の
向
上
を
図
る
教
育
内
容
の
改

善

　
　
　

①　
基
本
的
な
考
え
方

　
　
　
　

イ　
確
か
な
学
力
の
育
成

　
　
　
　

○　

�

知
識
・
技
能
と
考
え
る
力
を
総
合
的

に
育
成
す
る
こ
と
が
必
要
。

　
　
　
　

○　

�

①
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能

を
確
実
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
基
本

と
し
つ
つ
、
②
知
識
・
技
能
を
活
用

す
る
力
を
重
視
し
、
③
課
題
探
究
活

動
を
通
じ
て
、
自
ら
学
び
自
ら
考
え

る
力
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
。

　

し
か
し
、
右
記
で
は
「
活
用
す
る
力
」
と
な
っ
て

お
り
、
後
述
す
る
よ
う
な
学
習
活
動
と
し
て
の
「
活

用
」
で
は
な
い
。

　

習
得
・
活
用
・
探
究
と
し
て
併
記
さ
れ
た
の
は
、

中
央
教
育
審
議
会
教
育
課
程
部
会
『
第
３
期
教
育
課

程
部
会
の
審
議
の
状
況
に
つ
い
て
』（
平
成
19
年
1

月
16
日
）
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
活
用
」
は
、

次
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

○　

�

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
育
成（
い

わ
ゆ
る
習
得
型
の
教
育
）
と
自
ら
学
び
自
ら

考
え
る
力
の
育
成
（
い
わ
ゆ
る
探
究
型
の
教

育
）
と
は
、
対
立
的
あ
る
い
は
二
者
択
一
的

に
と
ら
え
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
両

方
を
総
合
的
に
育
成
す
る
具
体
的
な
方
策
を

示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　

�

こ
の
た
め
、
い
わ
ば
活
用
型
の
教
育
と
も
い

う
べ
き
学
習
を
両
者
の
間
に
位
置
付
け
る
方

向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

○　
�

す
な
わ
ち
、
①
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・

技
能
を
確
実
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
基
本
と

す
る
。
②
こ
う
し
た
理
解
・
定
着
を
基
礎
と

し
て
、
知
識
・
技
能
を
実
際
に
活
用
す
る
力

の
育
成
を
重
視
す
る
。
さ
ら
に
、
③
こ
の
活

用
す
る
力
を
基
礎
と
し
て
、
実
際
に
課
題
を

探
究
す
る
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
自
ら
学
び

自
ら
考
え
る
力
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
過
程
を
各
教
科
等
に
即
し

て
具
体
的
に
検
討
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、「
習
得
型
の
教
育
」
と
「
探
究
型
の

教
育
」
と
の
間
に
「
活
用
型
の
教
育
」
と
い
う
具
体

的
な
過
程
を
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
こ

と
を
行
う
方
向
性
を
示
し
た
。

　

�　

こ
れ
ら
の
知
識
を
活
用
し
、
探
究
型
の
学
習
へ

と
発
展
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も

具
体
的
な
過
程
が
明
確
で
は
な
か
っ
た
思
考
力
や

表
現
力
の
育
成
な
ど
を
各
教
科
等
に
お
い
て
相
互

に
関
連
付
け
な
が
ら
図
る
具
体
的
な
方
法
を
、
例

え
ば
次
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
。

　

①　

�

日
常
生
活
に
必
要
と
さ
れ
る
技
能
と
し
て
の

対
話
、
記
録
、
要
約
、
説
明
、
感
想
な
ど
の

言
語
活
動
を
発
達
の
段
階
に
応
じ
体
系
的
・

継
続
的
に
指
導
、読
書
活
動
を
充
実（
国
語
等
）

　

②　

�

言
葉
や
数
、
式
、
図
、
表
、
グ
ラ
フ
な
ど
の

相
互
の
関
連
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
用
い
て

説
明
・
表
現
す
る
指
導
の
充
実
（
算
数
・
数

学
）

　

③　

�

科
学
的
な
思
考
力
・
表
現
力
の
育
成
を
図
る

観
点
か
ら
考
察
・
説
明
・
探
究
を
充
実
す
る

と
と
も
に
、
観
察
・
実
験
や
自
然
体
験
、
科

学
的
な
体
験
を
一
層
充
実
（
理
科
）

　

右
記
の
、
中
央
教
育
審
議
会
教
育
課
程
部
会
『
第

３
期
教
育
課
程
部
会
の
審
議
の
状
況
に
つ
い
て
』（
平

成
19
年
1
月
16
日
）
で
は
「
習
得
型
」「
活
用
型
」「
探

究
型
」
と
い
う
「
型
」
を
つ
け
て
い
る
が
、
こ
れ
以
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降
の
文
部
科
学
省
か
ら
出
て
い
る
文
章
で
は
、「
型
」

を
つ
け
て
い
な
い
。

　

こ
の
習
得
・
活
用
と
い
う
用
語
が
定
位
し
た
の

は
、
平
成
20
年
6
月
に
改
定
さ
れ
た
学
校
教
育
法
で

あ
り
、
そ
の
第
三
十
条
二
項
（
第
四
十
九
条
で
、
中

学
校
に
準
用
）
に
お
い
て
、法
律
と
し
て
示
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
学
力
の
内
容
に
つ
い
て
、
法
律
で
示

さ
れ
た
と
言
う
こ
と
で
も
あ
る
。

３　

習
得
・
活
用
の
意
味

　

習
得
は
、
学
校
教
育
法
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
基
本
的
・
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
を
習
得
す
る

と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
る
。
こ
の
基
本
的
・
基
礎
的
な

知
識
・
技
能
と
は
、学
習
指
導
要
領
の
指
導
事
項（
内

容
）
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
を
対
象
と
し
て
い
る
。

ミ
ニ
マ
ム
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
と
し
て
の
学
習
指
導
要

領
に
は
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
が
示
さ
れ
て
い

る
。
従
っ
て
、
こ
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技

能
は
、
各
教
科
や
領
域
の
内
容
を
指
し
て
い
る
。
よ

く
、
基
礎
・
基
本
を
「
読
・
書
・
算
」
と
す
る
こ
と

が
あ
る
が
、
学
校
教
育
に
お
け
る
基
礎
的
・
基
本
的

な
知
識
・
技
能
は
、学
習
指
導
要
領
の
指
導
事
項（
内

容
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

活
用
は
、「
う
ま
く
使
う
こ
と
」（
大
辞
林
）
と
い

う
意
味
で
、
習
得
と
活
用
と
の
関
係
で
い
う
な
ら
、

習
得
し
た
こ
と
を
使
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
単

に
使
う
と
な
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
使
い
方
が
あ
る
が
、

活
用
は
、
意
識
し
て
使
う
、
と
い
う
こ
と
に
意
味
が

あ
る
。

　

ま
た
、
使
う
こ
と
の
中
に
、
単
に
右
に
あ
る
も
の

を
左
に
移
し
て
使
う
、
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
言

う
活
用
は
、
単
に
移
し
て
使
う
と
い
う
作
業
的
な
意

味
で
は
な
い
。
言
い
換
え
る
と
、
習
得
し
た
こ
と
を

機
能
さ
せ
る
こ
と
が
活
用
で
あ
る
。

　

活
用
は
、
学
校
教
育
法
で
は
「
基
礎
的
な
知
識
及

び
技
能
を
習
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
活
用

し
て
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
思
考
力
、
判

断
力
、
表
現
力
そ
の
他
の
能
力
を
は
ぐ
く
み
」
と
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
習
得
と
活
用
と
を
「
と

と
も
に
」
と
い
う
こ
と
ば
で
つ
な
い
で
い
る
。

　

こ
の
「
と
と
も
に
」
と
い
う
こ
と
は
、
辞
書
的
な

意
味
で
は
「
と
同
時
に
」（
大
辞
林
）
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
従
っ
て
、
習
得
と
活
用
と
の
間
に
は
、
習

得
し
て
か
ら
活
用
と
い
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
活
用
を

図
る
こ
と
を
通
し
て
習
得
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
こ

に
は
順
序
制
や
段
階
制
は
存
在
し
な
い
。

４　

学
習
活
動
と
し
て
の
習
得
・
活
用

　

習
得
と
活
用
と
は
、
学
力
や
能
力
で
は
な
い
。
習

得
力
と
か
活
用
力
、
さ
ら
に
、
習
得
能
力
、
活
用
能

力
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
新
し
い
学

習
指
導
要
領
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
新
し
い
学

習
指
導
要
領
で
は
、
習
得
と
活
用
と
は
、
学
習
活
動

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
下

記
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　

第
４�　
指
導
計
画
の
作
成
等
に
当
た
っ
て
配
慮

す
べ
き
事
項

　
　
　

２　

�

以
上
の
ほ
か
、
次
の
事
項
に
配
慮
す
る

も
の
と
す
る
。

　
　

⑴�

各
教
科
等
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、児
童（
生

徒
）
の
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
を
は

ぐ
く
む
観
点
か
ら
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知

識
及
び
技
能
の
活
用
を
図
る
学
習
活
動
を
重

視
す
る
と
と
も
に
、
言
語
に
対
す
る
関
心
や

理
解
を
深
め
、
言
語
に
関
す
る
能
力
の
育
成

を
図
る
上
で
必
要
な
言
語
環
境
を
整
え
、
児

童
（
生
徒
）
の
言
語
活
動
を
充
実
す
る
こ
と
。

（
学
習
指
導
要
領　

総
則
）

　

右
記
に
は
、「
活
用
を
図
る
学
習
活
動
」
と
な
っ

て
い
る
。
活
用
は
、
学
習
活
動
で
あ
り
、
そ
れ
を
通

し
て
学
力
・
能
力
と
し
て
の
思
考
力
、
判
断
力
、
表

現
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
こ
と
と
同
時
に
、「
児
童
（
生
徒
）

の
言
語
活
動
を
充
実
す
る
こ
と
」
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
言
語
活
動
の
充
実
は
、
教
科
国
語
の
み
で

は
な
く
総
て
の
教
科
・
領
域
、
学
校
生
活
全
体
で
行

う
こ
と
が
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い

る
。
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■特集　習得・活用の学びを拓く

　

学
習
を
振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
学
習

を
相
対
化
し
、
自
覚
化
を
通
し
て
学
習
の
意
味
を
再

確
認
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
説
明
を
す
る
と
言

う
こ
と
は
、こ
の
学
習
の
自
覚
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

　

説
明
を
行
う
と
き
に
最
も
重
要
な
の
が
、
学
習
者

自
身
に
「
分
か
ら
な
い
」
こ
と
を
、
こ
と
ば
に
よ
っ

て
説
明
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。「
分
か
ら
な
い
」
こ

と
を
こ
と
ば
で
説
明
す
る
こ
と
は
、「
分
か
ら
な
い
」

こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。

　

学
習
者
自
身
に
学
び
を
対
象
化
さ
せ
、
学
び
の
内

容
を
こ
と
ば
で
説
明
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
身

の
学
び
を
認
識
し
、自
己
評
価
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
を
別
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
自
己
の
学
び

を
意
識
し
、
学
び
の
内
容
を
自
覚
す
る
こ
と
で
も
あ

る
。
こ
こ
に
、
活
用
と
い
う
学
び
が
あ
る
。

「
習
得
・
活
用
の
学
び
を
拓
く
」
と
は
、「
習
得
・

活
用
」
と
い
う
言
語
活
動
と
い
う
学
習
活
動
を
通
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
学
力
と
し
て

の
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育
成
を
図
る
授
業

を
創
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
具
現
す
る

た
め
に
は
こ
と
ば
を
通
し
た
「
考
え
る
」
こ
と
を
基

軸
に
し
た
学
習
が
、
行
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

５　

習
得
・
活
用
の
学
び
を
拓
く

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
解
説
（
総
則
編
）
に
は
、

左
記
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

�　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て
の
中
央
教
育

審
議
会
答
申
（
平
成
20
年
１
月
）
は
、
知
識
・
技

能
の
習
得
や
活
用
、
探
究
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

提
言
し
た
。

　

・�　

教
科
で
は
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技

能
を
習
得
し
つ
つ
、
観
察
・
実
験
を
し
、
そ
の

結
果
を
も
と
に
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
、
文
章

や
資
料
を
読
ん
だ
上
で
、
知
識
や
経
験
に
照
ら

し
て
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
論
述
す
る
と

い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
の
知
識
・
技
能
を
活

用
す
る
学
習
活
動
を
行
い
、
そ
れ
を
総
合
的
な

学
習
の
時
間
に
お
け
る
教
科
等
を
横
断
し
た
課

題
解
決
的
な
学
習
や
探
究
活
動
へ
と
発
展
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

・�　

こ
れ
ら
の
学
習
活
動
は
相
互
に
関
連
し
合
っ

て
お
り
、
截
然
と
分
類
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

が
、
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
学
習
活
動
や
こ

れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
た
探
究
活
動
を
通
し

て
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
が
は
ぐ
く

ま
れ
る
。

　

・�　

各
教
科
で
の
習
得
や
活
用
と
総
合
的
な
学
習

の
時
間
を
中
心
と
し
た
探
究
は
、
決
し
て
一
つ

の
方
向
で
進
む
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
知

識
・
技
能
の
活
用
や
探
究
が
そ
の
習
得
を
促
進

す
る
な
ど
、
相
互
に
関
連
し
合
っ
て
力
を
伸
ば

し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
は
、
学
習
活
動
と
し
て
学
習
指
導
要
領
に

示
さ
れ
て
い
る
各
教
科
の
指
導
事
項
（
内
容
）
の
習

得
を
行
う
こ
と
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
活
用
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、

各
教
科
の
授
業
の
中
で
習
得
と
活
用
と
が
具
体
化
さ

れ
な
く
て
は
な
ら
い
。
そ
れ
は
、
学
習
活
動
と
し
て

の
各
教
科
等
に
お
け
る
言
語
活
動
の
充
実
を
通
し
て

行
わ
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
具
体
的
な
授
業
の
活
動
と
し
て
行
う

の
が
、
学
習
者
に
よ
る
「
説
明
」
で
あ
る
。
学
習
者

自
身
に
学
ん
で
い
る
こ
と
を
説
明
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
学
び
を
メ
タ
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
総
則
に
は
、
次
の
よ
う

な
事
項
が
示
さ
れ
て
い
る
。　

　
　

⑷�

各
教
科
等
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、児
童（
生

徒
）
が
学
習
の
見
通
し
を
立
て
た
り
学
習
し

た
こ
と
を
振
り
返
っ
た
り
す
る
活
動
を
計
画

的
に
取
り
入
れ
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。（
第

４ 

指
導
計
画
の
作
成
等
に
当
た
っ
て
配
慮

す
べ
き
事
項
）

た
か
ぎ　

の
ぶ
お　

横
浜
国
立
大
学
教
育
人
間
科
学
部
教
授
。

国
語
科
教
育
、
教
育
方
法
学
専
攻
。
授
業
研
究
や
学
校
評
価
を

通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
授
業
を
考
え
て
い
る
。
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算
数
の
豊
か
な
学
び
を
支
え
る「
説
明
」

筑
波
大
学

清
水　

静
海

あ
る
事
例

　

下
の
図
は
、
小
学
校
第
四
学
年
で
正
方
形
や
長
方

形
の
面
積
を
学
習
し
た
後
に
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
て

発
展
的
に
考
え
る
場
面
で
の
あ
る
子
ど
も
の
反
応
と

そ
れ
に
対
し
て
教
師
に
よ
り
付
さ
れ
て
○
印
で
あ

る
。
こ
の
○
印
（
中
央
）
は
、
何
に
付
け
ら
れ
た
○

で
あ
ろ
う
か
。
多
く
の
子
ど
も
は
、面
積
の
20
㎠（
右

下
の

印
）
に
付
け
ら
れ
た
も
の
と
思
う
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
教
育
の
方
向
か
ら
見
て
、

他
に
三
つ
の
○
印
が
付
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ

ら
は
一
層
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
一
つ

は
、
左
下
の

印
で
あ
る
。
こ
の
式
に
は
ケ
ア
レ
ス

ミ
ス
（
４
＋
２
）
が
含
ま
れ
、
４
×
２
と
改
め
る
必

要
が
あ
る
。
し
か
し
、
面
積
の
20
㎠
を
ど
の
よ
う
に

導
い
た
の
か
そ
の
方
法
、
さ
ら
に
は
そ
の
答
え
で
よ

い
根
拠
を
算
数
・
数
学
の
言
葉
「
式
」
を
用
い
て
簡

潔
に
示
し
て
い
る
。
い
ま
一
つ
は
、
右
側
の

印
で

あ
る
。
こ
れ
は
、

印
の
式
を
見
出
し
た
着
想
、
ア

言
語
観
の
拡
張

　

中
央
教
育
審
議
会
答
申
（
平
成
20
年
１
月
）
で
は
、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を
は
ぐ
く
む
た
め

に
、
教
科
領
域
を
横
断
し
て
重
視
す
べ
き
学
習
活
動

の
典
型
を
六
個
例
示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
も
言
語

力
が
必
要
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、「
概
念
・
法
則
・

意
図
な
ど
を
解
釈
し
、
説
明
し
た
り
活
用
し
た
り
す

る
」、「
情
報
を
分
析
・
評
価
し
、
論
述
す
る
」
及
び

イ
デ
ア
を
示
し
て
お
り
、
創
造
的
な
活
動
を
す
る
際

に
最
も
参
考
と
な
る
重
要
な
情
報
で
あ
る
。最
後
は
、

は
じ
め
の
○
印
（
中
央
）
で
あ
り
、
与
え
ら
れ
た
条

件
を
ど
の
よ
う
に
使
用
し
た
の
か
を
分
か
り
や
す
く

整
理
し
て
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
事
例
は
、
問
題
解
決
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に

記
述
し
、
ま
と
め
る
か
に
つ
い
て
よ
い
典
型
を
示
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
与
え
ら
れ
た
情
報
を
分
類
整

理
し
（
中
央
○
）、
解
決
の
計
画
に
つ
い
て
の
着
想

を
示
し
（

）、
そ
れ
に
基
づ
い
て
解
決
を
実
行
し
、

そ
の
手
順
及
び
結
果
の
正
し
さ
を
示
し
（

）、
結

論
（

）
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
問
題

解
決
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
こ
れ
ら
四
個

の
○
が
付
さ
れ
る
よ
う
ま
と
め
方
を
工
夫
す
る
こ
と

が
も
っ
と
強
調
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、

算
数
の
学
び
だ
け
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
広

く
学
び
一
般
を
支
え
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
も
言

え
る
。
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■特集　習得・活用の学びを拓く

「
課
題
に
つ
い
て
、
構
想
を
立
て
実
践
し
、
評
価
・

改
善
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度
よ
り

実
施
さ
れ
て
い
る
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
Ｂ

問
題
、
い
わ
ゆ
る
「
主
と
し
て
『
活
用
』
に
関
す
る

問
題
」
の
作
成
の
根
拠
と
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

い
ず
れ
も
、
告
示
さ
れ
た
小
・
中
学
校
学
習
指
導
要

領
に
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、「
こ
れ
ら
の
能
力
の
基

盤
と
な
る
も
の
は
、
数
式
な
ど
を
含
む
広
い
意
味
で

の
言
語
で
あ
り
、
そ
の
中
心
と
な
る
の
は
国
語
で
あ

る
」
と
し
、
さ
ら
に
、「
だ
か
ら
と
い
っ
て
す
べ
て

が
国
語
科
の
役
割
と
い
う
も
の
で
は
な
い
」と
し
て
、

言
語
観
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、

「
数
式
な
ど
を
含
む
広
い
意
味
で
の
言
語
」
と
し
て
、

言
語
観
の
拡
張
の
象
徴
と
し
て
「
数
式
」
が
例
示
さ

れ
た
こ
と
は
画
期
的
で
あ
る
。
今
回
の
改
訂
で
は
、

国
語
科
及
び
算
数
・
数
学
科
は
生
活
や
学
習
の
基
盤

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
こ
と
が
、
算
数
・
数

学
の
言
語
と
し
て
の
役
割
の
強
調
に
反
映
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、「
説
明
」
を
機
軸
と
し
て
、
国

語
科
と
の
一
層
密
接
な
連
携
が
必
要
に
な
る
と
考
え

る
。

説
明
す
る
力
を
は
ぐ
く
み
活
か
す

　

説
明
は
、
自
身
の
納
得
と
他
者
の
説
得
の
た
め
だ

け
で
な
く
、
考
え
や
思
い
を
伝
え
合
い
、
そ
れ
ら
を

共
有
す
る
と
と
も
に
高
め
合
っ
た
り
深
め
合
っ
た
り

す
る
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
。
よ
り
よ
い
説
明
を
す

る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
「
な
ぜ
」
を
明

確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
着
想
や
方

法
に
気
づ
い
た
き
っ
か
け
や
動
機
を
明
ら
か
に
す
る

な
ぜ
」
と
「
根
拠
と
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
述
べ
る
な
ぜ
」
で
あ
る
。
冒
頭
の
事

例
は
、
こ
れ
ら
の
「
な
ぜ
」
に
簡
潔
に
応
え
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
伝
え
合
い
や
高
め
合
い
が
よ
り
よ

く
で
き
る
た
め
に
は
、
も
う
一
つ
の
「
な
ぜ
」、
す

な
わ
ち
、「
質
問
し
た
り
コ
メ
ン
ト
を
し
た
り
す
る

理
由
を
明
ら
か
に
す
る
な
ぜ
」
に
も
配
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。
い
ず
れ
に
も
言
語
力
が
必
要
で
あ
り
、
ま

た
、
い
ず
れ
も
言
語
力
を
鍛
え
る
機
会
と
な
り
、
言

語
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
実
感
す
る
よ
い
機
会
と
も

な
る
。
説
明
の
も
つ
は
た
ら
き
を
理
解
し
、
そ
れ
を

生
か
そ
う
と
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
子
ど
も
を
導

く
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
説
明
は
、
よ
り
簡
潔
、

明
瞭
か
つ
的
確
な
よ
り
よ
い
説
明
を
導
い
て
く
れ
る

契
機
を
与
え
く
れ
る
、
ま
た
、
既
習
の
こ
と
と
新
し

い
こ
と
を
結
び
付
け
て
く
れ
る
、
さ
ら
に
、
考
え
を

深
め
た
り
広
げ
た
り
し
て
く
れ
る
、
い
ず
れ
も
説
明

の
も
つ
重
要
な
は
た
ら
き
で
あ
る
。
平
成
19
年
８
月

の
言
語
力
育
成
協
力
者
会
議
報
告
書
案
で
、「
他
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
こ
と
」
の
中

で
、「
人
々
の
共
同
生
活
を
豊
か
に
す
る
」視
点
か
ら
、

「
個
々
人
が
他
者
と
の
対
話
を
通
し
て
考
え
を
明
確

に
し
、
自
己
を
表
現
し
、
あ
る
い
は
他
者
を
理
解
し
、

他
者
と
意
見
を
共
有
し
、
お
互
い
の
考
え
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
」
と
と
も
に
、「
対
話
す
る

こ
と
、
議
論
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
の
思
考
・

理
解
が
深
ま
り
新
た
な
発
想
が
生
ま
れ
る
と
い
う
実

感
、
他
者
と
か
か
わ
り
な
が
ら
よ
り
よ
く
問
題
解
決

を
す
る
楽
し
さ
が
味
わ
え
る
と
い
う
意
識
を
培
う
こ

と
が
望
ま
れ
る
。」
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
も
、

言
語
力
が
深
く
か
か
わ
り
、
い
ず
れ
も
算
数
の
学
び

に
深
く
か
か
わ
り
、
国
語
科
と
の
強
固
な
連
携
に
よ

り
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
で
確
か
な
学
び
を
実
現
し
た

い
も
の
で
あ
る
。

し
み
ず　

し
づ
み　

筑
波
大
学
大
学
院
人
間
総
合
科
学
研
究

科
准
教
授
。算
数
・
数
学
学
習
の
質
的
な
充
実
に
関
心
を
も
ち
、

各
層
か
ら
の
算
数
・
数
学
教
育
へ
の
期
待
に
い
か
に
応
え
る
か

に
つ
い
て
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
ま
す
。
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「
空
気
カ
ー
」を
使
っ
た
発
展
学
習

　

―
理
科
か
ら
の
提
案
―

神
奈
川
県
川
崎
市
立
中
原
小
学
校

唐
戸　

嘉
一

往
復
運
動
す
る
習
得
と
活
用

　

閉
じ
込
め
た
空
気
を
圧
縮
す
る
と
、
か
さ
は
小
さ

く
な
る
が
圧
し
返
す
力
は
大
き
く
な
る
こ
と
を
調
べ

る
に
は
、
空
気
鉄
砲
を
用
い
る
方
法
が
一
般
的
で
あ

ろ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、最
も
喜
ぶ
実
験
の
一
つ
で
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
は
夢
中
に
な
っ
て
遊
ぶ
。
そ
し
て
、
弾

の
詰
め
方
や
力
の
加
え
方
を
変
え
た
り
し
な
が
ら
、

空
気
の
性
質
を
学
ん
で
い
く
。
こ
れ
は
実
験
を
通
し

て
知
識
・
技
能
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
空

気
鉄
砲
の
弾
の
飛
ば
し
方
に
活
用
し
て
い
く
こ
と

で
、
習
得
し
た
知
識
・
技
能
を
さ
ら
に
確
か
な
も
の

に
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
習
得
と
活
用
と
の
間
の
往

復
運
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
学
習
で
あ
る
と
も

い
え
よ
う
。

発
展
と
し
て
の
空
気
カ
ー
作
り

　

一
通
り
空
気
鉄
砲
を
用
い
て
学
習
し
た
後
、
発
展

学
習
と
し
て
「
空
気
カ
ー
を
作
ろ
う
」（
※
）
と
い

う
学
習
に
取
り
組
ま
せ
て
み
た
。

　

空
気
カ
ー
の
作
り
方
は
き
わ
め
て
簡
単
で
あ
る
。

　

こ
の
と
き
、
下
に
穴
を
あ
け
た
も
の
の
他
に
も
う

一
つ
、
穴
を
あ
け
な
い
も
の
も
作
っ
て
お
く
。

　

二
種
類
の
空
気
カ
ー
を
実
際
に
滑
ら
せ
て
見
る

と
、
穴
の
あ
い
た
空
気
カ
ー
の
方
が
よ
く
す
べ
る
。

ま
た
、
上
に
乗
せ
る
お
も
り
を
重
く
す
る
と
、
さ
ら

に
よ
く
す
べ
る
。

自
分
の
考
え
を
説
明
す
る

　

こ
こ
ま
で
の
実
験
を
全
員
で
行
っ
た
後
、
次
の
よ

う
な
活
動
を
行
わ
せ
た
。

①�

「
穴
の
あ
い
て
い
る
空
気
カ
ー
は
な
ぜ
よ
く
す
べ

る
の
か
」、
そ
の
理
由
を
考
え
、
ノ
ー
ト
に
ま
と

め
る
。

（
こ
の
時
、
な
る
べ
く
イ
メ
ー
ジ
図
を
書
く
よ
う
指

示
し
た
。
図
や
資
料
を
用
い
、
説
得
力
の
あ
る
話

し
方
を
心
が
け
さ
せ
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ

る
。）

②�

各
自
の
考
え
を
発
表
し
合
い
、
話
し
合
う
。
そ
の
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際
、
な
る
べ
く
イ
メ
ー
ジ
図
な
ど
を
用
い
な
が
ら

説
明
す
る
。（
こ
の
活
動
の
こ
と
を
考
え
た
場
合
、

イ
メ
ー
ジ
図
は
画
用
紙
な
ど
に
書
か
せ
る
べ
き
で

あ
っ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
か
せ
た
た
め
、
十

分
な
活
用
が
図
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
黒
板
に
新
た

に
イ
メ
ー
ジ
図
を
書
き
直
し
て
説
明
す
る
児
童
も

い
た
。）

　

な
お
、
穴
の
あ
い
て
い
る
空
気
カ
ー
の
方
が
よ
く

す
べ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
出

さ
れ
た
。

Ａ　

�

穴
が
あ
い
て
い
る
方
が
空
気
カ
ー
が
軽
く
な
る

の
で
は
な
い
か
。

Ｂ　

�

穴
か
ら
も
れ
る
空
気
が
空
気
カ
ー
を
押
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

Ｃ　

�

空
気
の
圧
し
も
ど
す
力
が
逆
に
働
い
て
、
空
気

カ
ー
が
少
し
浮
く
の
で
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

③�

話
し
合
い
の
後
、
そ
の
結
論
を
確
か
め
る
た
め
に

再
実
験
を
行
う
。（
一
度
で
確
か
め
ら
れ
た
わ
け

で
は
な
い
。
粘
土
を
重
く
し
す
ぎ
た
た
め
に
か

え
っ
て
動
か
な
く
な
っ
た
り
、
お
も
り
の
重
さ
が

僅
か
し
か
違
わ
な
か
っ
た
た
め
差
が
出
な
か
っ
た

り
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
何
度
か
条
件
を

変
え
た
り
し
て
実
験
し
て
い
く
う
ち
に
縮
め
ら
れ

た
空
気
が
戻
ろ
う
と
す
る
力
を

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。）

④�

予
想
か
ら
結
果
に
至
る
ま
で
の

プ
ロ
セ
ス
を
文
章
で
ま
と
め
さ

せ
る
。（
理
科
で
は
特
に
、
メ

タ
認
知
能
力
の
育
成
と
い
う
観

点
か
ら
、
見
通
し
を
立
て
た
り

振
り
返
っ
た
り
す
る
活
動
が
重

視
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
た

だ
実
験
の
結
果
に
つ
い
て
ま
と

め
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
予
想

か
ら
ま
と
め
ま
で
の
一
連
の
流

れ
を
記
述
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。）

筋
道
を
大
切
に

　

ふ
わ
ふ
わ
し
た
ポ
リ
袋
の
手
ご
た
え
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
は
、確
実
に
空
気
の
存
在
を
意
識
し
た
。

そ
し
て
、
穴
の
あ
い
た
空
気
カ
ー
が
よ
く
す
べ
る
と

い
う
事
象
を
通
し
て
、
空
気
が
圧
し
返
す
力
を
実
感

的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
学
習
で
学
ん

だ
こ
と
は
、
今
後
中
学
校
に
お
い
て
摩
擦
に
つ
い
て

学
習
す
る
際
に
も
役
立
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

発
展
的
に
扱
っ
た
「
空
気
カ
ー
」
の
学
習
だ
け
で

な
く
、
単
元
全
体
を
通
し
て
、
見
通
し
を
立
て
る
こ

と
と
振
り
返
る
こ
と
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

を
言
葉
で
説
明
し
た
り
文
章
に
ま
と
め
た
り
す
る
活

動
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
心
が
け
た
。
筋
道
立
て
て

話
し
た
り
書
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
学
習
し
た
こ
と

へ
の
認
識
が
深
ま
る
と
と
も
に
、
言
語
力
の
育
成
に

も
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

（
※
空
気
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
川
崎
市
青
少
年
科
学

館
の
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。詳
細
は『
青

少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
２
０
０
２
』
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。）

か
ら
と　

よ
し
か
ず　

川
崎
市
立
小
学
校
理
科
教
育
研
究
会

常
任
委
員
。
勤
務
校
で
「
生
き
て
は
た
ら
く
こ
と
ば
の
力
を
育

て
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
創
造
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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１　
「
習
得
・
活
用
」
の
学
習
と
は

　

二
〇
〇
八
年
、中
教
審
の
答
申
が
出
さ
れ
て
以
来
、

「
習
得
・
活
用
」
の
学
習
に
つ
い
て
様
々
な
論
考
や

実
践
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、
何
か
新
し
い
こ

と
を
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
自
分

が
し
て
き
た
実
践
を
「
習
得
・
活
用
」
の
視
点
か
ら

と
ら
え
直
し
て
み
る
こ
と
か
ら
始
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
う
。

　

例
え
ば
、
意
見
文
を
書
く
学
習
で
、
基
本
的
な
意

見
文
の
構
成
の
仕
方
を
知
り
、
根
拠
を
挙
げ
て
考
え

を
書
く
学
習
を
し
た
と
す
る
。
こ
れ
は
、
意
見
文
の

基
本
的
な
書
き
方
を
「
習
得
」
す
る
学
習
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
こ
の
学
習
を
ふ
ま
え
、
あ
る
テ
ー
マ
に
つ

い
て
根
拠
を
挙
げ
て
反
論
し
紙
上
討
論
を
す
る
、
と

い
う
学
習
は
、「
活
用
」に
当
た
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

「
習
得
・
活
用
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
あ
る
一
時
間
の
授

業
、
あ
る
い
は
単
元
で
は
っ
き
り
分
か
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。
ど
ち
ら
も
双
方
向
で
行
き
つ
戻
り
つ
し
行
わ

れ
て
い
る
と
い
う
の
が
実
際
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

授
業
で
大
切
に
し
た
い
こ
と
は
、

　

・�

身
に
つ
け
さ
せ
た
い
力
を
明
確
に
す
る
。
そ
の

た
め
の
学
習
材
、
学
習
方
法
を
工
夫
す
る
。

　

・�「
習
得
」
に
お
い
て
も
、
知
識
、
技
能
を
教
え

込
む
と
い
う
よ
り
「
受
信
す
る
→
考
え
る
→
発

信
す
る
」
こ
と
を
行
い
た
い
。

　

・�
友
達
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
、
学
び
合
う
学

習
に
す
る
こ
と
。

　

と
考
え
て
い
る
。

２　

実
践
例
１　
（
小
１
）

　

こ
と
ば
遊
び
絵
本
か
ら
こ
と
ば
を
広
げ
る
学
習

　

〜
絵
本
『
く
り
く
り
』

�

（
ひ
ろ
か
わ
さ
え
こ 

作
・
ア
リ
ス
館
）
よ
り
〜

①
単
元
に
つ
い
て

『
く
り
く
り
』は
、「
〜
く
り
」と
い
う
こ
と
ば（
ゆ
っ

く
り
、ず
ん
ぐ
り
、び
っ
く
り
等
）
で
主
人
公
の
「
く

り
く
り
」
と
い
う
栗
の
様
子
を
表
し
、
短
い
ス
ト
ー

リ
ー
に
な
っ
た
こ
と
ば
遊
び
絵
本
で
あ
る
。
擬
態

語
・
擬
音
語
で
人
物
の
様
々
な
様
子
を
表
せ
る
お
も

し
ろ
さ
が
あ
り
、
テ
ン
ポ
よ
く
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
お

話
を
楽
し
め
る
作
品
で
あ
る
。

　

こ
の
絵
本
を
元
に
し
て
、

　

・
語
彙
の
拡
充

　

・�

経
験
し
た
こ
と
に
こ
と
ば
を
つ
な
げ
、
お
話
作

り
を
楽
し
む
。

　

こ
の
二
点
を
ね
ら
い
と
し
て
学
習
を
行
っ
た
。

②　

学
習
指
導
計
画
（
６
時
間
扱
い
）

　

・�「
〜
く
り
」
の
こ
と
ば
集
め
を
す
る
。
絵
本
『
く

り
く
り
』
の
読
み
聞
か
せ
を
聞
く
。�（
１
時
間
）

　

・�「
ど
ん
な
ふ
う
に
の
こ
と
ば
」（
擬
態
語
・
擬
音

語
）
を
集
め
て
み
る
。�

（
１
時
間
）

　

・�

集
め
た
こ
と
ば
を
使
っ
て
遠
足
の
と
き
の
う
た

を
作
り
、
本
作
り
を
す
る
。�

（
３
時
間
）

　

・
発
表
会
を
行
い
作
品
を
読
み
合
う
。�（
１
時
間
）

３　

実
践
例
２　
（
小
１
）

　

絵
本
か
ら
想
像
の
世
界
を
広
げ
る
学
習

　

〜
『
き
ょ
だ
い
な 

き
ょ
だ
い
な
』

　
　
　
（
長
谷
川
摂
子 

作
・
降
矢
な
な 

絵

�

福
音
館
書
店
こ
ど
も
の
と
も
）
よ
り
〜

①
単
元
に
つ
い
て

『
き
ょ
だ
い
な 

き
ょ
だ
い
な
』は
、「
あ
っ
た
と
さ
、

あ
っ
た
と
さ　

ひ
ろ
い　

の
っ
ぱ
ら　

ど
ま
ん
な

か
」
と
い
う
語
り
か
け
か
ら
始
ま
り
、
広
い
野
原
で

習
得
・
活
用
の
学
習
を
実
践
か
ら
考
え
る

 
―
国
語
科
か
ら
の
提
案
―

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学
校

阿
部　

藤
子
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百
人
の
子
ど
も
た
ち
が
空
想
の
世
界
で
遊
ぶ
、
様
々

な
場
面
を
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
語
っ
て
い
く
物
語
で
あ

る
。
前
述
の
『
く
り
く
り
』
で
の
リ
ズ
ム
を
か
ら
だ

に
刻
み
楽
し
む
学
習
を
ふ
ま
え
、
こ
の
作
品
で
は
、

　

・�

発
想
の
お
も
し
ろ
さ
に
気
づ
き
、
空
想
を
広
げ

る
楽
し
さ
を
経
験
す
る
。

　

・�

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
創
作
し
、
イ
メ
ー
ジ
し
た
こ

と
を
こ
と
ば
で
表
す
。

こ
と
を
ね
ら
い
た
い
と
考
え
た
。

②
学
習
指
導
計
画
（
14
時
間
扱
い
）

　

・�

大
き
く
な
る
話
を
集
め
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を

読
む
。�
（
２
時
間
）

　

・�

絵
本
『
き
ょ
だ
い
な 

き
ょ
だ
い
な
』
を
読
み
、

学
習
の
見
通
し
を
持
つ
。（
お
は
な
し
作
り
を
し

よ
う
・
ス
ー
パ
ー
ビ
ッ
グ
ブ
ッ
ク
を
作
ろ
う
）

　

・�『
き
ょ
だ
い
な 

き
ょ
だ
い
な
』
の
お
も
し
ろ
い

と
こ
ろ
を
話
し
合
う
。�

（
２
時
間
）

　

・�

お
話
を
作
り
グ
ル
ー
プ
内
で
紹
介
し
合
う
。

�

（
５
時
間
）

　

・�

各
自
の
本
作
り
と
ス
ー
パ
ー
ビ
ッ
グ
ブ
ッ
ク
を

作
り
、
発
表
会
を
行
う
。�

（
５
時
間
）

　

＊�

絵
を
描
く
な
ど
は
「
な
か
ま
」（
生
活
科
）
の

時
間
に
行
う
。

③
学
習
の
様
子
と
考
察

　

子
ど
も
た
ち
は
、
休
み
時
間
に
も
「
あ
っ
た
と
さ

あ
っ
た
と
さ
」
を
口
ず
さ
み
、
体
を
揺
さ
ぶ
り
な
が

ら
こ
の
リ
ズ
ム
を
楽
し
ん
だ
。

　

こ
の
学
習
の
最
初
に
『
き
ょ
だ
い
な 

き
ょ
だ
い

な
』
を
ビ
ッ
グ
ブ
ッ
ク
で
読
み
聞
か
せ
し
た
こ
と
か

ら
、子
ど
も
た
ち
は
そ
の
大
き
さ
に
喜
び
、自
分
た
ち

で
も
っ
と
大
き
な
ス
ー
パ
ー
ビ
ッ
グ
ブ
ッ
ク
を
作
り

た
い
と
言
い
だ
し
た
。
自
分
た
ち
の
作
っ
た
空
想
の

お
話
で
大
き
な
本
を
作
る
計
画
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

あ
っ
た
と
さ　

あ
っ
た
と
さ

ひ
ろ
い　

の
っ
ぱ
ら　

ど
ま
ん
な
か

き
ょ
だ
い
な
え
び
が　

あ
っ
た
と
さ

こ
ど
も
が
40
人
や
っ
て
き
て

え
び
の
ひ
げ
に
ぶ
ら
さ
が
っ
た

そ
し
た
ら　

え
び
が　

目
を
さ
ま
し

の
し
の
し
ど
す
ど
す　

お
っ
て
き
た

み
ん
な　

き
ゃ
っ
き
ゃ
と
に
げ
た
と
さ

　

右
に
、
子
ど
も
の
作
品
を
載
せ
た
。
こ
の
子
ど
も

が
最
初
に
考
え
た
の
は
、「
こ
ど
も
が
40
人
や
っ
て

き
て
」
の
あ
と
は
、「
ぜ
ん
ぶ
え
び
を
た
べ
た
と
さ

い
っ
ぱ
い
た
べ
す
ぎ
て　

お
な
か
が
ぱ
ん
く
し
た
と

さ
」で
あ
っ
た
。教
師
は
、「
え
び
は
子
ど
も
よ
り
ず
っ

と
大
き
い
ん
で
し
ょ
。
ど
ん
な
こ
と
し
た
い
？　

生

き
て
い
た
ら
ど
ん
な
動
き
を
す
る
か
な
？
」
と
巨
大

な
え
び
が
目
の
前
に
い
た
ら
ど
ん
な
様
子
か
想
像
し

て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
。

巨
大
な
伊
勢
エ
ビ
だ
ろ
う
か
、
上
段
の
よ
う
に
作
品

を
書
き
換
え
て
持
っ
て
き
た
。原
作
に
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
巨
大
な
も
の
に
子
ど
も
た
ち
が
大
勢
で
関
わ
っ

て
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
が
起
こ
る
と
い
う
仕
掛
け

に
の
せ
て
お
話
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
年
生
の
国
語
の
学
習
は
、
い
わ
ゆ
る
言
語
事
項

の
習
得
に
多
く
の
時
間
を
費
や
す
。
し
か
し
、
低
学

年
の
う
ち
に
、
た
く
さ
ん
の
日
本
語
の
リ
ズ
ム
を
か

ら
だ
に
刻
ま
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
語
彙

を
広
げ
、
自
分
の
経
験
や
想
像
を
こ
と
ば
と
結
ん
で

表
現
す
る
学
習
こ
そ
が
、
こ
の
時
期
に
必
要
な
言
語

経
験
の
積
み
重
ね
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
重
要
な
の

は
、
何
が
「
習
得
」
で
ど
こ
が
「
活
用
」
か
と
す
み

分
け
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に
つ
け
さ

せ
た
い
力
を
見
極
め
、
そ
の
た
め
の
学
習
材
を
工
夫

し
、
つ
け
ら
れ
た
力
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
、
と

い
う
こ
と
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

あ
べ　

ふ
じ
こ　

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学
校
教
諭
。
教

科
書
の
み
な
ら
ず
、
絵
本
、
雑
誌
、
新
聞
な
ど
か
ら
学
習
材
を

得
て
学
習
を
組
織
し
た
い
と
考
え
、
日
々
実
践
し
授
業
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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「
思
考
の
場
」づ
く
り
で「
活
用
型
」読
解
力
を
育
て
る

〜
一
年「
い
ろ
い
ろ
な
ふ
ね
」「
は
た
ら
く
じ
ど
う
車
」の
実
践
か
ら
〜

山
口
県
下
関
市
立
滝
部
小
学
校　

香
月　

正
登

一
　「
活
用
型
」読
解
力
を
育
て
る

　

こ
れ
ま
で
の
国
語
科
に
お
け
る
読
解
指
導
は
、
や

は
り
文
章
の
理
解
や
確
認
に
終
始
し
て
き
た
感
は
否

め
な
い
。
ま
た
、「
理
解
→
表
現
」
と
い
う
関
連
指

導
の
発
想
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
矢
印
が

意
味
す
る
「
思
考
」
へ
の
着
眼
が
弱
く
、
活
動
そ
の

も
の
へ
目
が
奪
わ
れ
て
き
た
こ
と
も
読
解
力
低
下
の

一
因
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
「
活
用
型
」
の
読
解
力
は
、

理
解
・
確
認
を
越
え
て
、
思
考
・
表
現
を
含
む
読
解

力
と
し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
批
判

的
に
読
み
、
自
分
の
考
え
を
記
述
で
き
る
力
、
ま
さ

に
、「
思
考
し
、
表
現
す
る
力
」
で
あ
る
。

二
　
教
材
化
の
工
夫
で「
思
考
の
場
」づ
く
り

　

例
え
ば
、
説
明
文
で
、
問
い
の
文
を
空
白
に
し
て

み
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、
何
が
書
か
れ
て
い
る
か
を

今
ま
で
以
上
に
意
識
的
に
読
む
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

答
え
の
文
を
見
つ
け
出
し
、
そ
れ
に
合
う
問
い
の
文

を
つ
く
る
。
物
語
で
、
異
な
っ
た
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
を

示
し
て
み
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
文
脈

の
違
い
が
生
ま
れ
、
ど
ち
ら
が
物
語
と
し
て
お
も
し

ろ
い
か
を
話
し
合
う
。
そ
う
い
う
文
学
性
に
も
ふ
れ

る
こ
と
が
で
き
る
。

「
思
考
の
場
」
づ
く
り
と
は
、
教
材
の
も
つ
本
質
的

な
問
い
を
浮
上
さ
せ
、
相
互
の
読
み
を
高
め
る
教
材

へ
の
仕
掛
け
で
あ
る
。あ
る
も
の
を
な
い
と
見
た
り
、

順
序
を
入
れ
替
え
た
り
、
視
点
を
変
え
て
読
ん
だ
り

と
多
様
な
「
思
考
の
場
」
が
考
え
ら
れ
る
。

三
　
単
元「
比
べ
な
が
ら
読
も
う
」か
ら

　

本
単
元
は
、
比
較
を
通
し
て
、
文
と
文
、
段
落
と

段
落
の
つ
な
が
り
を
見
つ
け
、
内
容
を
確
か
に
読
む

こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
て
文
章

を
書
く
こ
と
を
ね
ら
う
。
教
材
は
、「
い
ろ
い
ろ
な

ふ
ね
」（
東
京
書
籍
一
年
下
）「
は
た
ら
く
じ
ど
う
車
」

（
教
育
出
版
一
年
下
）
で
、
総
時
間
数
十
時
間
の
単

元
で
あ
る
。

第
一
次　
「
い
ろ
い
ろ
な
ふ
ね
」
を
読
も
う
！

　

①�

「
き
ゃ
く
せ
ん
」
と
「
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
」

の
文
章
を
並
べ
替
え
る
。

　

②�

「
ぎ
ょ
せ
ん
」
と
「
し
ょ
う
ぼ
う
て
い
」
の

文
章
を
並
べ
替
え
る
。

　

③
四
つ
の
船
を
比
べ
な
が
ら
読
む
。�（
授
業
Ⅰ
）

第
二
次　
「
は
た
ら
く
じ
ど
う
車
」
を
読
も
う
！

　

①
四
つ
の
自
動
車
の
写
真
を
読
む
。

　

②�

「
バ
ス
」
と
「
き
ゃ
く
せ
ん
」
の
文
章
を
比

較
す
る
。

　

③�

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
車
」
と
「
ロ
ー

ド
ロ
ー
ラ
ー
」
の
文
章
を
書
く
。�（
授
業
Ⅱ
）

　

④
「
ポ
ン
プ
車
」
の
文
章
を
書
く
。

第
三
次　

好
き
な
乗
り
物
の
説
明
文
を
書
こ
う
！

　

①�

「
き
ゅ
う
き
ゅ
う
し
ゃ
」
を
題
材
に
説
明
文

を
書
く
。

　

②
③�

好
き
な
乗
り
物
を
選
ん
で
説
明
文
を
書

く
。
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⑴�
「
い
ろ
い
ろ
な
ふ
ね
」
の
「
思
考
の
場
」
づ
く
り

と
授
業

　

説
明
文
「
い
ろ
い
ろ
な
ふ
ね
」
は
、一
読
す
れ
ば
、

す
っ
と
内
容
が
入
り
わ
か
っ
た
つ
も
り
に
な
る
。
で

は
、
そ
の
つ
な
が
り
を
崩
し
て
み
る
。
文
章
を
バ
ラ

バ
ラ
に
し
て
、「
き
ゃ
く
せ
ん
」
の
②
〜
④
段
落
を

並
べ
替
え
る
。「
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
」
の
⑤
〜
⑦
段

落
を
並
べ
替
え
る
。「
ぎ
ょ
せ
ん
」「
し
ょ
う
ぼ
う
て

い
」
を
取
り
混
ぜ
て
、
⑧
〜
⑬
を
並
べ
替
え
る
。
つ

な
ぎ
合
わ
せ
る
作
業
は
か
な
り
の
思
考
を
要
す
る
。

さ
ら
に
は
、
四
つ
の
船
を
比
較
し
、「
つ
く
り
」
を

入
れ
替
え
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
船
の
特
長
が
崩

れ
、「
や
く
め
」「
つ
く
り
」「
は
た
ら
き
」
の
つ
な

が
り
を
よ
り
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

授
業
Ⅰ
で
は
、
ま
ず
、
黒
板
に
船
の
写
真
を
は
り
、

そ
の
下
に
「
や
く
め
」
の
文
章
を
ば
ら
ば
ら
に
は
る
。

す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
、「
違
う
、
違
う
！
」
の

大
合
唱
。
写
真
と
文
章
を
あ
わ
せ
、
名
前
を
確
認
す

る
。
次
に
、「
や
く
め
」
と
同
様
に
、「
つ
く
り
」
を

あ
わ
せ
、
き
ゃ
く
せ
ん
と
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
の
「
つ

く
り
」
を
入
れ
替
え
て
み
る
。
す
る
と
、
ま
た
「
ダ

メ
〜
、ダ
メ
〜
」
の
大
合
唱
。
そ
こ
で
、「
フ
ェ
リ
ー

ボ
ー
ト
に
も
き
ゃ
く
し
つ
や
し
ょ
く
ど
う
が
あ
り
ま

す
よ
」
と
問
う
。
子
ど
も
た
ち
は
、「
や
く
め
」
と

の
つ
な
が
り
を
と
ら
え
て
、「
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
は

人
と
車
を
は
こ
ぶ
か
ら
、
車
を
入
れ
る
と
こ
ろ
の
文

じ
ゃ
な
い
と
だ
め
だ
」
と
反
論
す
る
。
漁
船
の
文
章

を
「
さ
か
な
の
む
れ
を
み
つ
け
る
き
か
い
や
さ
か
な

を
入
れ
て
お
く
ば
し
ょ
が
あ
り
ま
す
」
と
書
き
換
え

る
と
、
や
は
り
、「
や
く
め
」
で
あ
る
「
さ
か
な
を

と
る
」と
の
つ
な
が
り
で
反
論
す
る
。
最
後
に
、「
は

た
ら
き
」
を
示
し
、
船
の
仲
間
分
け
を
さ
せ
る
。
い

ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
船
と
船
と
の
つ
な
が
り
、
違
い

を
見
つ
け
お
も
し
ろ
い
。

　

Ｃ�　

客
船
と
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
は
、
客
室
が
あ
っ

て
、
漁
船
と
消
防
艇
は
働
く
船
だ
よ
。

　

Ｃ�　

消
防
艇
は
、
客
船
と
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
と
漁

船
が
火
事
に
な
っ
た
ら
火
を
消
し
に
行
く
ね
。

　

Ｃ�　

漁
船
で
取
っ
た
魚
を
、
客
船
や
フ
ェ
リ
ー

ボ
ー
ト
の
食
堂
で
食
べ
る
ん
だ
よ
。

⑵�

「
は
た
ら
く
じ
ど
う
車
」
の
「
思
考
の
場
」
づ
く

り
と
授
業

「
い
ろ
い
ろ
な
ふ
ね
」
で
学
ん
だ
説
明
の
観
点
を
活

か
し
て
、
説
明
文
を
書
く
こ
と
を
中
心
に
学
習
を
展

開
す
る
。
ま
ず
は
、
四
つ
の
自
動
車
の
写
真
か
ら
特

長
を
見
つ
け
、
次
に
、「
バ
ス
」
の
文
章
と
「
き
ゃ

く
せ
ん
」
の
文
章
を
比
較
し
、
文
型
や
接
続
語
の
効

果
を
確
か
め
る
。
そ
こ
で
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ

サ
ー
車
」は
、「
つ
く
り
」の
部
分
を
、「
ロ
ー
ド
ロ
ー

ラ
ー
」
は
、「
は
た
ら
き
」
の
部
分
を
、「
ポ
ン
プ
車
」

は
、「
つ
く
り
」「
は
た
ら
き
」
の
部
分
を
空
白
に
し

て
お
き
、
少
し
ず
つ
難
易
度
を
上
げ
、
適
応
範
囲
が

広
が
っ
て
い
く
よ
う
な
「
思
考
の
場
」
を
つ
く
る
。

　

授
業
Ⅱ
で
は
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
車
」

の
「
つ
く
り
」、「
ロ
ー
ド
ロ
ー
ラ
ー
」
の
「
は
た
ら

き
」を
文
章
化
す
る
。「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
車
」

で
は
、「
大
き
な
ミ
キ
サ
ー
」「
た
く
さ
ん
の
タ
イ
ヤ
」

「
広
い
窓
」
の
三
つ
を
選
択
肢
と
し
て
設
け
、「
し
ご

と
」
と
「
つ
く
り
」
の
関
係
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
記

述
さ
せ
る
。
文
末
を「
あ
り
ま
す
」「
つ
い
て
い
ま
す
」

「
の
せ
て
い
ま
す
」
の
ど
れ
に
す
る
か
も
選
択
さ
せ

た
い
。「
ロ
ー
ド
ロ
ー
ラ
ー
」
で
は
、
そ
の
「
は
た

ら
き
」
を
動
作
化
さ
せ
、
口
頭
作
文
を
つ
く
り
、
文

に
表
す
。
こ
こ
で
は
、「
〜
た
り
〜
た
り
」
を
取
り

上
げ
表
現
の
方
法
と
し
て
意
識
さ
せ
る
。

　

単
元
を
通
し
て
、
読
み
手
か
ら
書
き
手
へ
柔
ら
か

に
移
行
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

四
　
お
わ
り
に

「
思
考
の
場
」
づ
く
り
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の

学
習
意
欲
の
高
ま
り
は
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の

な
ぞ
り
と
確
認
の
授
業
と
は
違
い
、
子
ど
も
た
ち
が

思
考
す
る
姿
は
格
段
に
増
え
、
相
互
の
か
か
わ
り
も

深
い
。

「
活
用
型
」
が
意
図
す
る
の
は
、
学
習
の
転
移
の
問

題
で
あ
る
。読
解
か
ら
表
現
へ
の
学
習
展
開
の
中
で
、

思
考
の
方
法
や
着
眼
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

か
つ
き　

ま
さ
と　
〈
対
話
〉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
国
語
科

授
業
の
実
践
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
国
語
教
育
探
究
の

会
・
中
国
支
部
の
メ
ン
バ
ー
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
研
究
を
進

め
て
い
る
。

p14-15_実践交流.indd   15 08.12.3   9:43:22 AM



16

実践
交流
─高学年─
小学国語

子
ど
も
と
読
み
味
わ
う
詩
の
授
業（
三
〜
六
年
）

　「
雲
」（
山
村
暮
鳥
）

大
阪
府
羽
曳
野
市
立
羽
曳
が
丘
小
学
校　

村
田　

明

詩
の
授
業
は
楽
し
い

　

あ
る
研
究
会
に
参
加
し
て
、
初
め
て
こ
の
詩
に
出

会
っ
た
。

　
　
　

雲　
　
　
　
　
　
　

山
村
暮
鳥

お
う
い
雲
よ

ゆ
う
ゆ
う
と

馬
鹿
に
の
ん
き
さ
う
ぢ
や
な
い
か

ど
こ
ま
で
ゆ
く
ん
だ

ず
つ
と
磐
城
平
の
方
ま
で
ゆ
く
ん
か

「
じ
ゃ
あ
、
そ
の
雲
に
届
く
よ
う
に
声
を
だ
し
て
下

さ
い
。」

「
こ
の
人
は
雲
が
う
ら
や
ま
し
い
ん
で
す
ね
。
そ
れ

で
は
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
で
読
ん
で
下
さ
い
。」

と
い
っ
た
教
師
の
言
葉
で
、
子
ど
も
た
ち
の
読
み
声

が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
が
詩

の
世
界
へ
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
い
っ
た
の
だ
。

　

こ
の
時
、
私
は
初
め
て
詩
を
読
み
味
わ
う
こ
と
の

楽
し
さ
を
知
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
私
は
毎
年
こ
の
詩

を
授
業
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
と
読
み
味
わ
う
基
本
と
し
て

⑴
言
葉
を
調
べ
る
。

・�
ゆ
う
ゆ
う
（
悠
悠
）
は
る
か
で
限
り
な
い
さ
ま
。

ゆ
っ
く
り
と
落
ち
着
い
て
い
る
さ
ま
。
十
分
に
余

裕
の
あ
る
さ
ま
。

・
馬
鹿
に
…
と
っ
て
も
。
す
ご
く
。

・�

の
ん
き
（
暢
気
、
呑
気
、
暖
気
）
の
ん
び
り
し
て

い
る
こ
と
。
心
配
の
な
い
こ
と
。

・�

磐
城
平
（
い
わ
き
だ
い
ら
）
福
島
県
い
わ
き
市
の

地
名
。
旧
平
市
。
現
い
わ
き
市
の
一
部
。

⑵
作
者
に
つ
い
て
調
べ
る
。

　
〈
山
村
暮
鳥
〉

・
明
治
十
七
年　

群
馬
県
に
生
ま
れ
る
。

・�

明
治
三
十
五
年　

キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
を
受
け
る
。

・�

明
治
四
十
四
年　

福
島
県
平
町
の
講
義
所
に
転
任
。

・
大
正
二
年　

第
一
詩
集
「
三
人
の
処
女
」
を
刊
行
。

	

結
婚
。

・
大
正
七
年　

喀
血
し
て
病
臥
。

・
大
正
九
年　

茨
城
県
に
転
居
。

・
大
正
十
三
年　

十
一
月
、
詩
集
「
雲
」
を
校
了
。

	

十
二
月
、
永
眠
。

・
大
正
十
四
年　

詩
集
「
雲
」
刊
行
。

⑶
私
の
読
み

　

作
者
は
ど
う
し
て
雲
に
呼
び
か
け
た
の
だ
ろ
う
。

ど
こ
か
ら
呼
び
か
け
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ど
ん
な

雲
な
の
だ
ろ
う
。

　

作
者
は
仕
事
で
忙
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
手
を

休
め
て
ふ
と
窓
か
ら
外
を
見
る
と
、
青
空
に
白
い
雲

が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
い
る
。
い
か
に
も
『
ゆ
う
ゆ

う
と
』『
の
ん
き
そ
う
』
に
見
え
る
。「
い
い
な
あ
、

お
前
は
。
の
ん
き
そ
う
で
。
オ
レ
も
お
前
の
よ
う
に

の
ん
び
り
し
た
い
よ
。」
と
言
い
た
か
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

　

あ
る
い
は
、
作
者
は
病
気
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
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い
。
病
床
か
ら
窓
の
外
に
流
れ
る
白
い
雲
を
見
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
作
者
は
雲
が
う
ら
や
ま
し
か
っ

た
の
だ
。

　

次
に
気
に
な
る
の
が
、『
磐
城
平
の
方
ま
で
ゆ
く

ん
か
』
で
あ
る
。
作
者
も
磐
城
平
に
行
き
た
い
の
だ

ろ
う
か
。「
い
い
な
あ
、
お
前
は
。
オ
レ
も
磐
城
平

に
行
き
た
い
よ
。
オ
レ
の
か
わ
り
に
オ
レ
の
気
持
ち

を
運
ん
で
い
っ
て
く
れ
。」
と
自
分
の
気
持
ち
を
雲

に
託
し
た
の
だ
ろ
う
。
作
者
に
と
っ
て
大
切
な
人
が

磐
城
平
に
い
た
の
だ
ろ
う
。

子
ど
も
た
ち
と
読
む
計
画

⑴
通
し
読
み
を
す
る
。

　

①�

読
め
る
か
ど
う
か
、
声
に
出
し
て
読
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

　

②
読
め
な
い
字
は
あ
り
ま
し
た
か
。

　

・
馬
鹿
に

　

・
磐
城
平

　

③�

書
き
表
し
方
が
お
か
し
い
と
思
っ
た
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

・
の
ん
き
さ
う
ぢ
や
な
い
か

　

・
ず
つ
と

　

④�

す
ら
す
ら
読
め
る
よ
う
に
繰
り
返
し
読
み
ま

し
ょ
う
。

　

⑤�

意
味
の
わ
か
り
に
く
い
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

・
ゆ
う
ゆ
う
と

　

・
馬
鹿
に

　

・
の
ん
き

　

・
磐
城
平

⑵
内
容
を
想
像
し
な
が
ら
読
む
。

　

①
ど
ん
な
景
色
が
思
い
浮
か
び
ま
し
た
か
。

　
（�

学
年
に
よ
っ
て
は
、「
ど
ん
な
雲
が
思
い
浮
か
び

ま
し
た
。」
と
聞
い
て
も
よ
い
。）

（予想）

・
青
空
に
白
い
雲
が
う
か
ん
で
い
る
。

	

・�

大
き
な
白
い
雲
が
ぽ
っ
か
り
と
浮
か
ん
で

い
る
。

	

・
ゆ
っ
く
り
と
動
い
て
い
る
。

　

②�

で
は
、
そ
の
雲
に
呼
び
か
け
る
よ
う
に
読
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。

　

③�

作
者
は
、
ど
う
し
て
雲
に
呼
び
か
け
た
の
で

し
ょ
う
。

　

・
雲
が
気
持
ち
よ
さ
そ
う
だ
っ
た
か
ら
。

　

・
の
ん
び
り
し
て
い
る
か
ら
。

　

・�

自
分
も
雲
み
た
い
に
の
ん
び
り
し
た
い
と
思
っ

た
か
ら
。

　

・
雲
に
の
っ
て
ど
こ
か
へ
行
っ
て
み
た
い
。

　

④�

雲
が
う
ら
や
ま
し
い
の
か
な
。
そ
ん
な
気
持
ち

で
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　

⑤�

雲
が
う
ら
や
ま
し
い
と
思
う
作
者
は
、
ど
ん
な

生
活
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

・
仕
事
で
忙
し
い
。

　

・
詩
を
書
く
の
に
な
か
な
か
書
け
な
い
。

　

・�

病
気
で
寝
て
い
る
（
高
学
年
で
は
出
て
く
る
だ

ろ
う
）。

　

⑥
す
る
と
作
者
は
ど
こ
で
雲
を
見
た
の
だ
ろ
う
。

　

・
仕
事
し
て
い
る
と
き
窓
か
ら
見
た
。

　

・�

詩
が
思
い
う
か
ば
な
く
て
散
歩
し
て
い
る
と
き

見
た
。

　

・
散
歩
の
途
中
で
川
原
で
寝
こ
ろ
ん
だ
と
き
。

　

・
病
気
で
寝
て
い
る
と
き
窓
か
ら
見
た
。

　

⑦�

作
者
に
な
っ
た
つ
も
り
で
読
ん
で
み
ま
し
ょ

う
。

　

※�

⑧
と
こ
ろ
で
、
磐
城
平
に
何
か
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。（
高
学
年
で
は
聞
け
る
だ
ろ
う
。）

　

・
ふ
る
さ
と
じ
ゃ
な
い
か
な
。

　

・
お
母
さ
ん
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

・
大
切
な
友
だ
ち
が
い
る
の
か
な
。

　

・�

会
い
た
い
け
ど
忙
し
く
て
会
え
な
い
か
ら
雲
に

託
し
て
い
る
。

　

・
病
気
で
行
け
な
い
か
ら
雲
に
託
し
て
い
る
。

　

⑨�

今
日
学
習
し
た
こ
と
を
思
い
う
か
べ
な
が
ら
読

み
ま
し
ょ
う
。

（
こ
の
展
開
の
仕
方
は
、
あ
く
ま
で
も
参
考
の
一
つ

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。）

む
ら
た　

あ
き
ら　

子
ど
も
の
学
ぶ
心
と
力
を
育
む
授
業
を
め

ざ
し
て
、
国
語
を
中
心
に
実
践
研
究
を
続
け
て
い
る
。
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実践
交流
─中学年─
小学国語

関
係
づ
け
て
読
む
力
を
育
て
る
説
明
文
指
導

―
論
理
的
な
思
考
力
の
育
成
を
目
指
し
て
―

岐
阜
県
岐
阜
市
立
長
良
小
学
校　

馬
場　

雅
也

一
　
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
も
の

　

新
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
及
び
解
説
が
出
さ
れ
た
。

「
生
き
る
力
」
を
ね
ら
い
と
す
る
学
習
指
導
要
領
の

知
の
側
面
「
確
か
な
学
力
」
の
重
要
な
要
素
は
、

①
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
習
得
②
知
識
・

技
能
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
③
学
習
意
欲
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
現
状
の
学
力
に
つ
い
て
、
P
I
S
A
調

査
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
等
で
は
、
課
題
点

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
そ
の
課

題
点
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
最
も
重
要

に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
が
、『
論
理
的
な
思
考
力
の

育
成
』
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
『
論
理
的
な
思
考

力
』
は
、
私
が
現
在
ま
で
に
研
究
実
践
を
進
め
て
き

た
、『
関
係
づ
け
て
読
む
力
』
そ
の
も
の
で
あ
る
。

説
明
文
教
材
の
指
導
を
通
し
て
、『
関
係
づ
け
て
読

む
力
』
を
育
て
て
い
く
こ
と
は
、
ま
さ
に
『
論
理
的

な
思
考
力
』
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
。

二
　
願
う
子
ど
も
の
姿

　

私
は
、
次
の
よ
う
な
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
姿
を

願
い
、
実
践
を
進
め
て
き
た
。

言
葉
に
立
ち
止
ま
り
、
①
言
葉
を
具
象
化
す
る
こ
と
を

通
し
て
、
語
と
語
、
文
と
文
、
段
落
と
段
落
の
内
容
を

②
関
係
づ
け
て
読
み
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
や
構
成
を

と
ら
え
、
正
確
に
内
容
を
理
解
す
る
姿

　

そ
し
て
、私
の「
願
う
子
ど
も
の
姿
」が
育
つ
こ
と
で
、

子
ど
も
の
『
論
理
的
な
思
考
力
』
が
育
つ
と
考
え
る
。

　

①�

言
葉
を
具
象
化
…
「
言
葉
に
立
ち
止
ま
り
、
そ
の
言
葉
の
持
つ

意
味
、
内
容
を
文
脈
の
中
で
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
」

　

②�

関
係
づ
け
て
読
む
…
「
言
葉
に
立
ち
止
ま
り
、
そ
の
言
葉
の
持

つ
意
味
、内
容
を
文
脈
の
中
で
理
解
し
て
い
く
（
具
象
化
す
る
）

過
程
で
、
文
内
や
文
間
、
段
落
間
な
ど
で
、
語
と
語
、
文
と
文
、

段
落
と
段
落
の
内
容
な
ど
を
つ
な
い
で
考
え
な
が
ら
読
む
」

三
　
子
ど
も
の
実
態

　

今
ま
で
の
実
践
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
子
ど
も
の

実
態
が
見
ら
れ
た
。

○�

形
式
段
落
を
意
識
し
て
、
文
章
を
読
み
取
る
こ
と
が

　

で
き
る
。

○�

文
章
中
か
ら
筆
者
が
伝
え
よ
う
と
す
る
中
心
語
句
・

中
心
文
を
意
識
し
て
取
り
出
し
、
文
章
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。

○�

言
葉
に
立
ち
止
ま
り
、言
葉
を
具
象
化
す
る
こ
と
で
、

語
間
・
文
間
・
段
落
間
を
関
係
づ
け
て
読
も
う
と
す
る
。

●�

正
確
に
語
間
・
文
間
・
段
落
間
を
関
係
づ
け
、
筆
者

の
伝
え
よ
う
と
す
る
事
柄
な
ど
を
、
文
章
か
ら
読
み

取
っ
て
い
く
こ
と
に
弱
さ
が
見
ら
れ
る
。

●�

内
容
を
拡
散
的
に
読
む
こ
と
で
、
断
片
的
な
内
容
の

理
解
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

四
　
研
究
主
題
と
仮
説

研
究
主
題

　

関
係
づ
け
て
読
む
力
を
育
て
る
説
明
文
指
導

研
究
仮
説

　

言
葉
に
立
ち
止
ま
り
、
言
葉
を
具
象
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
語
と
語
、
文
と
文
、
段
落
と
段
落
の
内
容
を

『
関
係
づ
け
て
読
む
力
』
が
育
ち
、
正
確
に
書
か
れ
て

い
る
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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●実践交流　小学国語 −中学年−

五
　
研
究
の
内
容

１　

指
導
内
容
の
具
体
化
と
重
点
化

　

子
ど
も
の
実
態
分
析
や
現
行
の
教
科
書
教
材
の
分

析
か
ら
、
次
の
よ
う
な
指
導
内
容
の
具
体
化
と
重
点

化
を
図
っ
た
。

①
関
係
づ
け
て
読
む
力
の
具
体
化
と
重
点
化

　

現
時
点
で
、『
関
係
づ
け
て
読
む
力
』
を
次
の
六
点

で
整
理
し
、指
導
内
容
を
具
体
化
す
る
よ
う
に
す
る
。

○
「
順
序
立
て
て
」
読
む

○
「
比
較
し
て
」
読
む

○
「
因
果
関
係
を
と
ら
え
て
」
読
む

○
「
類
別
し
て
」
読
む

○
「
構
造
を
と
ら
え
て
」
読
む

○
「
類
推
し
て
」
読
む

　

特
に
、
傍
線
の
三
つ
の
力
を
重
点
と
し
て
指
導
し

て
い
く
こ
と
で
、
他
の
『
関
係
づ
け
て
読
む
力
』
も

育
て
て
い
け
る
と
考
え
る
。

②
関
係
づ
け
て
読
む
段
階

『
関
係
づ
け
て
読
む
力
』を
育
て
る
た
め
に
は
、子
ど
も

の
実
態
や
指
導
要
領
、教
材
分
析
か
ら
、次
の
よ
う
な
段

階
で
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

低　

文
内
・
語
間
関
係

　
　

文
間
関
係

	
	

文
と
段
落
間
・
段
落
間
関
係

高　

部
分
と
文
章
全
体
と
の
関
係

２　

関
係
づ
け
て
読
む
力
を
育
て
る
指
導
の
在
り
方

　

現
在
ま
で
の
実
践
で
、
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
指

導
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
次
の
点
で
整
理
を
す
る
。

①
単
位
時
間
の
学
習
過
程

ア　

言
葉
に
立
ち
止
ま
る
過
程

　

具
象
化
し
て
い
こ
う
と
す
る
言
葉
を
明
確
に
し
、
読

み
の
足
場
を
作
る
過
程

　
　
　
　

↓

イ　

具
象
化
す
る
過
程

　

言
葉
を
具
象
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
語
と
語
、
文

と
文
、
段
落
と
段
落
の
内
容
を
関
係
づ
け
て
読
む
、
正

確
に
内
容
を
読
み
取
る
過
程

　
　
　
　

↓

ウ　

ま
と
め
る
過
程

　

筆
者
の
伝
え
た
い
こ
と
や
主
張
が
明
確
に
な
る
よ
う

な
ま
と
め
を
行
う
過
程

②
立
ち
止
ま
る
言
葉
を
決
め
出
す
教
材
分
析
の
視
点

ア�　

そ
の
説
明
文
教
材
で
は
、
ど
の
よ
う
な
要
旨
・
要

点
、
知
の
獲
得
を
生
み
出
す
か

イ　

ど
の
よ
う
な
『
関
係
づ
け
て
読
む
力
』
が
必
要
か

ウ�　

ど
の
言
葉
の
具
象
化
を
通
し
て
、
関
係
づ
け
て
読

む
の
か

エ�　

そ
の
言
葉
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
や
内
容
を
持
っ

て
い
る
の
か

オ�　

実
際
に
、
ど
の
よ
う
に
関
係
づ
け
て
読
む
思
考
を

働
か
せ
る
の
か

③
関
係
づ
け
て
読
む
思
考
を
働
か
せ
る
活
動

○
生
活
経
験
と
結
び
つ
け
て

○
実
際
の
事
柄
と
結
び
つ
け
て

○
既
習
語
に
置
き
換
え
て

○
挿
絵
・
図
と
結
び
つ
け
て

○
既
有
知
識
と
結
び
つ
け
て

○
身
体
を
つ
か
っ
て
表
現
し
て

○
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
を
操
作
し
な
が
ら
説
明
し
て

○
絵
や
図
に
か
い
て

○
文
図
に
し
て

○
文
脈
の
中
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
言
葉
と
結
び
つ
け
て

○
文
脈
の
中
の
別
の
言
葉
と
結
び
つ
け
て

七
　
ま
と
め

　

説
明
的
文
章
に
子
ど
も
た
ち
が
出
会
い
、
そ
の
中

で
新
た
な
知
の
獲
得
を
し
て
い
く
喜
び
こ
そ
、
子
ど

も
た
ち
の
読
む
目
的
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
後
、

自
ら
の
力
で
読
み
進
め
る
た
め
に
は
、
以
上
に
述
べ

た
力
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。
そ
の
力
を

つ
け
る
た
め
の
指
導
内
容
・
指
導
の
在
り
方
に
つ
い

て
実
践
を
踏
ま
え
、
よ
り
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

ば
ば　

ま
さ
や　

岐
阜
県
岐
阜
市
立
長
良
小
学
校
教
諭
。
個
人

研
究
テ
ー
マ
「
関
係
づ
け
て
読
む
力
を
育
て
る
説
明
文
指
導
」

を
掲
げ
、
研
究
実
践
を
進
め
て
い
る
。

p18-19_実践交流.indd   19 08.12.4   10:45:42 AM



20

実践
交流
─中・高学年─
小学国語

ス
ピ
ー
チ
を
楽
し
く
す
る
10
の
技
術福

岡
県
北
九
州
市
立
貴
船
小
学
校　

菊
池　

省
三

　

ス
ピ
ー
チ
を
軌
道
に
の
せ
る
に
は
、
相
手
が
喜
ぶ

楽
し
い
ス
ピ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
。
今
度
は
ど
ん
な

お
話
が
出
る
の
だ
ろ
う
か
と
聞
き
手
が
期
待
を
待
つ

よ
う
に
な
れ
ば
ス
ピ
ー
チ
は
成
功
と
い
え
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
「
楽
し
く
話
す
ス
ピ
ー
チ
技
術
」

が
大
切
で
あ
る
。 

よ
い
話
し
手
を
育
て
る「
ス
ピ
ー

チ
を
楽
し
く
す
る
10
の
技
術
」
を
紹
介
す
る
。

●
技
術
１「
メ
モ
を
使
っ
て
話
す
」

　

メ
モ
が
あ
る
と
ス
ピ
ー
チ
に
自
信
が
つ
く
。

　

は
じ
め
は
文
メ
モ
。
メ
モ
を
見
な
い
で
言
え
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
単
語
メ
モ
に
変
え
る
。
メ
モ
を
作
る

前
に
、
話
す
時
間
感
覚
を
練
習
さ
せ
る
と
よ
い
。

　

十
字
３
秒
、
二
十
字
５
秒
、
三
十
字
７
秒
。

　

三
十
字
以
内
で
な
い
と
聞
き
手
は
よ
く
聞
い
て
く

れ
な
い
。
だ
か
ら
、
文
は
三
十
字
以
内
で
書
く
。
30

秒
は
４
〜
６
文
。
１
分
間
で
は
８
〜
12
文
。

　

こ
の
時
間
感
覚
が
で
き
る
と
ス
ピ
ー
チ
の
時
間
に

合
っ
た
メ
モ
が
作
れ
る
よ
う
に
な
る
。

●
技
術
２「
実
物
を
使
っ
て
話
す
」

「
私
の
好
き
な
人
形
は
こ
れ
で
す
。」
と
い
う
よ
う

に
実
物
を
見
せ
て
話
す
技
術
で
あ
る
。

　

ふ
く
ろ
の
中
か
ら
ゆ
っ
く
り
出
し
て
見
せ
る
な
ど

見
せ
方
に
も
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
る
が
一
番
効
果
的
な

の
は
、
聞
き
手
が
集
中
す
る
の
で
話
し
手
も
自
然
に

メ
モ
か
ら
離
れ
表
情
や
身
ぶ
り
も
出
て
き
て
話
し
こ

と
ば
に
な
り
や
す
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
技
術
３「
黒
板
に
書
い
て
話
す
」 

　

よ
い
聞
き
手
を
育

て
る
こ
と
が
、
よ
い

話
し
手
が
育
つ
ス

タ
ー
ト
で
あ
る
。

　

黒
板
に
書
い
て
解

説
し
な
が
ら
話
す
と

聞
き
手
は
よ
く
聞
く

よ
う
に
な
る
。

　

話
し
手
の
ほ
う

も
、
は
じ
め
は
メ
モ
を
片
手
で
時
々
見
た
り
し
て
い

る
が
、
だ
ん
だ
ん
メ
モ
を
見
な
く
な
る
。
話
し
な
が

ら
組
み
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

●
技
術
４「
図
や
表
を
使
っ
て
話
す
」

　

グ
ル
ー
プ
で
調
べ
た
こ
と
を
聞
き
手
が
興
味
を
も

つ
よ
う
に
図
や
表
に
ま
と
め
さ
せ
る
。
そ
の
図
や
表

を
使
っ
て
分
か
り
や
す
く
話
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
技
術
は
と
て
も
大
切
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
や
学
校
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
組
ん
で
課
題
（
話
題
）
を
見
つ
け
、
情
報
を
収
集

し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
企
画
書
）
を
提
出
し

て
、
企
業
や
学
校
に
そ
の
価
値
を
認
め
さ
せ
る
ス

ピ
ー
チ
能
力
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

●
技
術
５「
実
際
に
や
っ
て
み
て
話
す
」

　

実
際
に
「
そ
の
時
」
の
様
子
を
や
っ
て
み
な
が
ら

話
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

オ
ル
ガ
ン
を
実
際
に
弾
い
て
話
す
。
紹
介
す
る
本

の
一
節
を
朗
読
し
て
話
す
な
ど
応
用
は
広
い
し
、
聞
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き
手
の
印
象
は
非
常
に
強
く
、
話
題
は
い
つ
ま
で
も

残
る
で
あ
ろ
う
。

●
技
術
６「
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
使
っ
て
話
す
」

「
○
○
さ
ん
、
チ
ョ
ッ
ト
手
伝
っ
て
く
だ
さ
い
。」

と
指
名
を
し
て
「
手
を
首
に
こ
ん
な
ふ
う
に
ま
い
て

く
だ
さ
い
」
と
指
示
を
し
て
、
二
人
で
そ
の
時
の
状

況
を
再
現
し
な
が
ら
説
明
す
る
技
術
で
あ
る
。

　

ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
は
感
想
を
聞
く
。

　

状
況
を
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
タ
ッ
チ
で
客
観
化
で
き
る

技
術
で
あ
る
。

●
技
術
７「
応
答
関
係
を
使
っ
て
話
す
」

「
○
○
く
ん
、
立
っ
て
く
だ
さ
い
。
○
○
く
ん
は
、

○
年
○
組
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か
。」
と

意
見
を
求
め
て
か
ら
自
分
の
考
え
を
話
し
た
り
、「
私

は
バ
ラ
の
花
が
好
き
で
す
が
、
○
○
さ
ん
は
ど
ん
な

花
が
好
き
で
す
か
。」
と
問
い
か
け
た
り
、「
み
な
さ

ん
、
私
の
宝
物
は
次
の
三
つ
の
ど
れ
だ
と
思
い
ま
す

か
。」
と
ク
イ
ズ
を
出
し
て
話
し
た
り
、
ス
ピ
ー
チ

の
終
わ
り
に
、「
○
○
さ
ん
、
私
の
ス
ピ
ー
チ
は
ど

ん
な
内
容
だ
っ
た
か
三
つ
言
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。」

と
要
点
を
聞
い
た
り
し
て
、
話
し
手
と
聞
き
手
の
間

に
、
質
疑
応
答
の
関
係
を
作
り
な
が
ら
ス
ピ
ー
チ
を

す
る
技
術
で
あ
る
。
ス
ピ
ー
チ
は
楽
し
い
も
の
だ
と

感
得
さ
せ
る
と
同
時
に
友
達
づ
く
り
、
学
級
づ
く
り

に
も
非
常
に
役
立
つ
。

●
技
術
８「
数
字
や
名
前
を
入
れ
て
話
す
」

　

よ
り
具
体
的
に
話
さ
せ
る
技
術
で
あ
る
。
子
ど
も

は
聞
き
手
を
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
い
。
自
分
が
分

か
っ
て
い
る
こ
と
を
た
だ
話
せ
ば
い
い
と
考
え
て
い

る
。
こ
れ
で
は
聞
き
手
に
は
イ
メ
ー
ジ
豊
か
に
伝
わ

ら
な
い
。
そ
こ
で
、

「
数
字
を
三
つ
入
れ
て
話
し
ま
し
ょ
う
。」

「
人
や
物
の
名
前
を
三
つ
入
れ
て
話
し
ま
し
ょ
う
。」

な
ど
と
約
束
を
決
め
て
話
を
さ
せ
る
。
他
に
も
約
束

を
加
え
る
と
、具
体
的
で
楽
し
い
話
に
な
っ
て
く
る
。

話
し
手
も
、
自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
を
強
く
意
識
す

る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

●
技
術
９�「
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
・
ラ
ベ
リ
ン

グ
を
使
っ
て
話
す
」

　

こ
の
技
術
は
、
話
し
た
い
こ
と
に
番
号
や
見
出
し

を
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
技
術
を
身
に
つ
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
チ
ン
と
内
容
を
整
理
し
て
話
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

「
み
ん
な
に
伝
え
た
い
こ
と
を
三
つ
は
な
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
○
○
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
△
△
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
□
□
と
い
う
こ
と
で
す
。」

　

こ
の
技
術
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
話

す
の
か
、
今
は
ど
ん
な
内
容
を
話
し
て
い
る
の
か
、

と
い
っ
た
こ
と
が
聞
き
手
に
も
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

●
技
術
10「
ユ
ー
モ
ア
を
入
れ
て
話
す
」

　

子
ど
も
達
は
、
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
ス
ピ
ー
チ
が
大

好
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、話
題
を
工
夫
し
た
い
。

　

子
ど
も
達
に
ウ
ケ
が
い
い
の
は
、
自
分
を
ネ
タ
に

し
た
失
敗
談
や
秘
密
の
話
で
あ
る
。

「
こ
ん
な
バ
カ
な
こ
と
を
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
。」

「
そ
っ
と
私
の
秘
密
を
ば
ら
し
ま
す
。」

と
い
っ
た
話
題
だ
と
間
違
い
な
く
ウ
ケ
る
。
ま
た
、

「
大
人
に
い
い
た
い
こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
も
教

室
は
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。
自
然
と
表
情
、
身

ぶ
り
手
ぶ
り
も
出
て
き
て
、
楽
し
い
ス
ピ
ー
チ
に

な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

ス
ピ
ー
チ
の
前
に
、特
定
の
人
を
話
題
に
し
た
り
、

下
品
な
内
容
を
話
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
ク
ラ
ス
の

約
束
を
決
め
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

き
く
ち　

し
ょ
う
ぞ
う　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
指
導
を
中
心

に
楽
し
い
授
業
づ
く
り
の
実
践
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

●
コ
ラ
ム
●

「
礼
、
姿
勢
、
目
線
、
表
情
、
身
ぶ
り
手
ぶ
り
」
な
ど
の

話
す
態
度
、「
声
の
大
き
さ
、
速
さ
、
発
音
、
ア
ク
セ
ン
ト
、

抑
揚
、
口
調
、
間
、
息
づ
か
い
」
な
ど
の
声
の
調
子
と
い
っ

た
ス
ピ
ー
チ
の
基
本
と
な
る
技
術
は
、
相
手
意
識
や
目
的

意
識
が
つ
い
て
く
る
と
と
も
に
育
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る

か
ら
、
速
成
指
導
は
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
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静
岡
県
静
岡
市
立
南
部
小
学
校　

泉　

真

人
物
の
考
え
方
や
生
き
方
を
と
ら
え
よ
う

─「
わ
ら
ぐ
つ
の
な
か
の
神
様
」（
小
学
五
年
）─

ゴ
ー
ル
を
意
識
し
て
単
元
に
取
り
組
む

　

こ
の
単
元
で
自
分
た
ち
が
付
け
る
力
は
何
な
の

か
、
付
け
た
い
力
は
何
な
の
か
を
明
確
に
し
、
児
童

と
共
通
理
解
を
す
る
。
私
は
よ
く
単
元
の
頭
に
あ
る

リ
ー
ド
文
を
大
切
に
扱
う
。

登
場
人
物
の
相
互
関
係
を【
読
む
こ
と
】

　

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、物
語
文
の
【
読
む
こ
と
】

の
目
標
は
、「
①
登
場
人
物
の
相
互
関
係
や
心
情
、

場
面
に
つ
い
て
の
描
写
を
と
ら
え
、
②
優
れ
た
叙
述

に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

①
今
回
の
改
訂
で
「
相
互
関
係
」
と
い
う
言
葉
が

入
っ
た
こ
と
か
ら
、「
わ
ら
ぐ
つ
の
な
か
の
神
様
」

（
注
）
で
は
、
お
み
つ
さ
ん
の
心
情
、
マ
サ
エ
の
心

情
を
考
え
る
こ
と
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
マ
サ
エ
の
わ
ら
ぐ
つ
に
対
す
る
考
え
方
の

違
い
を
対
比
さ
せ
た
り
、
お
み
つ
さ
ん
の
考
え
方
と

町
の
人
達
の
考
え
方
の
対
比
を
さ
せ
た
り
、
お
み
つ

さ
ん
と
大
工
さ
ん
の
考
え
方
と
の
共
通
点
を
考
え
さ

せ
た
り
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
授
業
を
行
っ
た
。

こ
の
物
語
で
大
き
く
心
情
が
変
化
す
る
の
は
、
マ
サ

エ
で
あ
る
。
初
め
の
場
面
と
結
末
の
場
面
で
は
ま
っ

た
く
違
っ
た
考
え
方
を
し
て
い
る
。「
マ
サ
エ
を
変

え
た
も
の
は
何
だ
ろ
う
」
と
い
う
児
童
か
ら
の
疑
問

を
軸
に
昔
が
た
り
の
中
の
お
み
つ
さ
ん
や
大
工
さ
ん

の
考
え
方
や
生
き
方
に
切
り
込
ん
で
い
っ
た
。

　

②
優
れ
た
叙
述
に
つ
い
て
は
、「
わ
ら
ぐ
つ
」や「
雪

げ
た
」
と
い
っ
た
小
道
具
、印
象
的
な
台
詞
や
態
度
、

色
と
い
っ
た
暗
示
的
に
登
場
人
物
の
心
情
を
表
現
し

て
い
る
部
分
に
気
づ
か
せ
た
い
と
考
え
た
。
例
え
ば

「
わ
ら
ぐ
つ
」
に
象
徴
さ
れ
る
お
み
つ
さ
ん
の
人
柄

で
あ
る
と
か
、
直
接
的
で
な
い
表
現
の
「
い
つ
ま
で

も
う
ち
に
い
て
、
お
れ
に
わ
ら
ぐ
つ
を
作
っ
て
く
れ

な
い
か
。」
と
い
う
大
工
さ
ん
の
台
詞
で
あ
る
。
笑

い
話
で
は
な
く
、「
う
ち
に
き
て
、わ
ら
ぐ
つ
を
作
っ

て
欲
し
い
。」「
家
族
の
分
ま
で
作
っ
て
く
れ
た
ら
嬉

し
い
。」
と
わ
ら
ぐ
つ
を
作
る
た
め
に
う
ち
に
来
て

欲
し
い
と
読
ん
で
い
る
児
童
も
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
か

ら
入
っ
て
、
登
場

人
物
の
昔
が
た
り

と
い
う
か
た
ち
で

話
を
す
す
め
、
終

わ
り
に
ま
た
現
在

と
結
び
つ
け
る
手

法
や
、
ま
た
今
ま

で
三
人
称
で
語
ら

れ
て
き
た
人
物

が
、
結
末
で
突
然

語
り
手
に
変
化
す
る
と
い
う
手
法
を
構
成
の
巧
み
さ

と
考
え
、
そ
の
手
法
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
と
い

う
こ
と
を
児
童
に
発
問
し
た
。「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

最
後
ま
で
自
分
の
こ
と
だ
と
言
わ
な
か
っ
た
の
は
ど

う
し
て
だ
ろ
う
。」
と
い
っ
た
発
問
に
は
、「
お
も
し

ろ
く
な
い
か
ら
。」「
マ
サ
エ
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら

い
た
か
っ
た
か
ら
。」「
自
慢
話
だ
と
思
わ
れ
た
く
な

い
か
ら
。」
と
様
々
な
考
え
が
出
て
き
て
お
も
し
ろ

か
っ
た
。
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伝
え
合
う
力
を
育
て
る【
話
す
こ
と
・
聞

く
こ
と
】

　

本
校
の
研
修
テ
ー
マ
は
「
響
き
合
い
の
あ
る
授

業
」。
そ
の
た
め
に
「
伝
え
合
う
力
を
育
て
る
」
こ

と
を
日
々
の
研
修
の
軸
に
置
い
て
い
る
。
今
回
の
学

習
指
導
要
領
改
訂
で
も
こ
の
「
伝
え
合
う
力
を
育
て

る
」
こ
と
は
継
承
さ
れ
て
い
る
。
話
す
こ
と
・
聞
く

こ
と
の
ス
テ
ッ
プ
を
職
員
全
体
で
話
し
合
い
、
児
童

た
ち
と
共
通
理
解
を
し
て
い
る
。「
今
、
み
ん
な
が

身
に
付
け
て
い
く
力
は
こ
れ
だ
よ
。」
と
教
室
に
も

掲
示
し
て
お
い
て
あ
る
。
ま
た
、
互
い
に
伝
え
合
い

深
め
合
う
た
め
に
、
今
回
の
単
元
で
は
全
体
で
の
話

し
合
い
の
前
に
四
人
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
を
取

り
入
れ
た
。
話
し
合
う
こ
と
で
班
の
意
見
を
ま
と
め

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
自
分
の
意
見
を
価
値
付

け
た
り
、
違
っ
た
価
値
感
、
考
え
方
に
触
れ
た
り
す

る
場
面
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
児
童
に

伝
え
合
う
た
め
の
準
備

段
階
を
作
っ
た
。ま
た
、

四
人
と
い
う
数
字
に
も

こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
脳

科
学
者
に
よ
る
と
、「
人

数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ

ど
効
率
が
い
い
と
考
え

る
の
は
間
違
っ
て
い

る
」
と
い
う
。
人
数
が

多
い
と
社
会
的
手
抜
き
を
無
意
識
に
始
め
る
そ
う

だ
。
そ
れ
が
始
ま
る
の
が
五
人
か
ら
と
い
う
。
脳
科

学
の
側
面
か
ら
見
れ
ば
、少
人
数
で
話
し
合
う
場
合
、

一
番
適
し
て
い
る
人
数
は
四
人
で
あ
る
。
実
際
に
、

四
人
だ
と
全
体
で
は
話
さ
な
い
児
童
も
口
を
開
く
よ

う
に
な
っ
た
。

　

話
す
た
め
に
は
「
自
分
の
思
い
や
考
え
を
も
つ
」

こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
基
本
は
ノ
ー
ト
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
が
本
単
元
で
は
書
き
込
み
ノ
ー
ト

を
使
用
し
、
毎
時
間
そ
の
書
き
込
み
ノ
ー
ト
に
考
え

を
書
か
せ
た
。
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
か
せ
た
り
、
書

き
込
み
を
加
え
た
り
と
、
考
え
を
も
つ
た
め
の
時
間

を
確
保
し
た
。

　

ま
た
話
し
合
う
た
め
に
は
、
必
ず
「
聞
く
」
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
新
学
習
指
導
要
領
の
指
導
事
項
を

見
る
と
「
自
分
の
意
見
と
比
べ
る
な
ど
し
て
考
え
を

ま
と
め
る
」
と
あ
る
。
比
べ
る
た
め
に
は
ま
ず
聞
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。「
目
、耳
、心
で
聴
く
ん
だ
よ
。」

と
い
う
約
束
を
児
童
と
確
認
し
、
特
に
姿
勢
を
意
識

さ
せ
て
き
た
。
う
な
ず
き
、
相
づ
ち
、
返
事
も
も
ち

ろ
ん
大
切
で
、
聴
く
こ
と
の
大
切
な
ス
キ
ル
で
あ
る

こ
と
は
話
し
て
い
る
が
、
脳
科
学
の
見
地
か
ら
も
姿

勢
が
本
当
に
大
切
で
あ
る
。
話
し
手
を
見
て
、
姿
勢

を
よ
く
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
き
た
。

考
え
る
国
語
へ

　

こ
れ
ま
で
は
、
文
章
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
、
構

成
や
表
現
の
工
夫
、
考
え
や
意
図
な
ど
を
教
師
が
児

童
に
「
理
解
さ
せ
よ
う
」
と
し
て
き
た
こ
と
が
多
い

と
思
う
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
単
に
知
る
、
理
解

す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
文
章
に
対

し
て
自
分
は
ど
う
思
う
の
か
と
い
っ
た
「
考
え
る
」

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
本

単
元
で
も
「
結
婚
を
決
め
た
お
み
つ
さ
ん
を
ど
う
思

う
か
。」
と
い
う
問
い
を
投
げ
か
け
て
み
た
。
当
日
、

力
量
不
足
の
私
の
言
い
回
し
の
違
い
や
そ
れ
ま
で
の

読
み
取
り
か
ら
、
児
童
は
困
惑
し
て
い
た
。
ま
た
、

こ
う
し
た
「
文
章
に
対
し
て
ど
う
思
う
の
か
？
」
と

い
う
自
分
の
意
見
を
聞
か
れ
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
な

い
た
め
、
何
を
書
い
た
ら
い
い
の
か
戸
惑
う
児
童
も

い
た
。
文
章
に
対
し
て
、
筆
者
の
意
見
に
対
し
て
な

ど
、「
自
分
は
ど
う
思
う
の
か
」
と
い
う
こ
と
に
は

児
童
に
も
、
教
師
に
と
っ
て
も
こ
れ
か
ら
の
積
み
重

ね
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
た
。

注　
「
わ
ら
ぐ
つ
の
な
か
の
神
様
」

　
　
（『
杉
み
き
子
選
集
〈
１
〉』
新
潟
日
報
事
業
社
）

い
ず
み　

ま
こ
と　

静
岡
県
静
岡
市
立
南
部
小
学
校
教
諭
。
本

校
研
修
テ
ー
マ「
響
き
合
う
授
業
」に
向
け
、日
々
教
師
修
行
中
。
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意
欲
・
関
心
を
高
め
、活
用
力
を
育
む
古
典
の
授
業
デ
ザ
イ
ン

─「
お
く
の
ほ
そ
道
」（
三
年
）の
実
践
か
ら
─

三
重
県
松
阪
市
立
殿
町
中
学
校　

森　

喜
世
子

は
じ
め
に

　

平
成
二
〇
年
度
三
重
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
三
四

回
全
日
本
教
育
工
学
研
究
協
議
会
全
国
大
会
」
で
発

表
し
た
内
容
に
基
づ
き
、「
お
く
の
ほ
そ
道
」（
三
省

堂
『
現
代
の
国
語
』
三
年
）
の
実
践
を
報
告
す
る
。

一
　
授
業
の
ね
ら
い

　

新
学
習
指
導
要
領
・
国
語
科
三
年
に
は
、〔
伝
統

的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕
が

新
設
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）「
Ａ
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」、「
Ｂ
書
く
こ
と
」

及
び
「
Ｃ
読
む
こ
と
」
の
指
導
を
通
し
て
、
次
の
事

項
に
つ
い
て
指
導
す
る
。

　

ア　

伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

　

（�

ア
）
歴
史
的
背
景
な
ど
に
注
意
し
て
古
典
を
読

み
、
そ
の
世
界
に
親
し
む
こ
と
。

　

（�

イ
）
古
典
の
一
節
を
引
用
す
る
な
ど
し
て
、
古

典
に
関
す
る
簡
単
な
文
章
を
書
く
こ
と
。

こ
れ
は
、本
文
の
読
解
学
習
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、

言
語
活
動
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
な
単
元
計
画
の
工
夫

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
教
科
書
の
「
学

び
の
道
し
る
べ
」（
学
習
の
手
引
き
）
に
は
、「『
旅
』

に
込
め
ら
れ
た
作
者
の
思
い
を
通
し
て
、
人
間
の
生

き
方
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
。」
と
あ
る
。
古
典
は

難
し
い
と
い
う
生
徒
の
抵
抗
を
取
り
の
ぞ
き
、
古
典

を
豊
か
に
読
ま
せ
た
い
。

〈
単
元
の
目
標
〉

○�
教
科
書
の
本
文
「
月
日
は
」「
平
泉
」
の
読
解
と

と
も
に
、「
お
く
の
ほ
そ
道
」
す
ご
ろ
く
ゲ
ー
ム

に
よ
っ
て
他
の
俳
句
や
旅
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
知

り
、
古
典
を
身
近
に
感
じ
る
。

○�

旅
や
俳
句
に
か
け
る
芭
蕉
の
思
い
に
ふ
れ
る
こ
と

で
、自
分
の
調
べ
た
い
課
題
を
見
つ
け
、レ
ポ
ー
ト

や
ス
ピ
ー
チ
を
通
し
て
芭
蕉
の
人
間
像
に
迫
る
。

二
　
授
業
の
展
開

第
一
次
【
読
解
】
…
四
時
間

・
古
文
の
朗
読
と
読
み
取
り

第
二
次
【
発
展
】
…
一
時
間

・「
お
く
の
ほ
そ
道
」
す
ご
ろ
く
ゲ
ー
ム
の
実
施

第
三
次
【
追
究
】
…
夏
休
み
及
び
二
時
間

・
芭
蕉
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト
ま
と
め

・
一
分
間
ス
ピ
ー
チ
の
実
施

（
１
）
興
味
・
関
心
を
高
め
る
教
材
づ
く
り

「
お
く
の
ほ
そ
道
」
俳
句
す
ご
ろ
く
は
、
み
え
デ
ジ

コ
ム
教
材
作
成
班
が
開
発
し
た
自
作
ソ
フ
ト
で
、

http://d-tano.axisz.jp/O
H
2007/indexK

.htm
l

か
ら
利
用
で
き
る
。
俳
句
や
芭
蕉
に
関
連
す
る
ク
イ

ズ
を
解
き
な
が
ら
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
全
行
程
を

た
ど
る
す
ご
ろ
く
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。
動
画
や
写
真
を

通
し
て
各
地
の
自
然
や
人
と
の
出
会
い
を
学
べ
る
よ

う
に
工
夫
し
た
。
古
文
の
朗
読
や
現
代
語
訳
、
俳
句

入
門
コ
ラ
ム
な
ど
も
盛
り
込
み
、
古
典
や
芭
蕉
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

実
践
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
を

組
み
合
わ
せ
た
ゲ
ー
ム
で
、
楽
し
み
な
が
ら
古
典
が

学
べ
る
点
で
あ
る
。
教
科
書
で
学
習
し
た
旅
立
ち
や

「
平
泉
」
の
マ
ス
を
使
っ
て
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
を
確

認
し
た
後
、
班
対
抗
で
ゴ
ー
ル
の
大
垣
を
め
ざ
し
、
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ク
イ
ズ
と
カ
ー
ド
の
得
点
を
競
う
。
ス
ク
リ
ー
ン
に

提
示
す
る
デ
ジ
タ
ル
な
映
像
画
面
だ
け
で
な
く
、
実

際
に
手
に
と
っ
て
動
か
せ
る
コ
マ
や
す
ご
ろ
く
盤
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
班
の
仲
間
と
協
力
し
て
芭

蕉
の
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
旅
を
追
体
験
で
き
る
。

歌
枕
カ
ー
ド
や
ア
イ
テ
ム
カ
ー
ド
を
手
に
入
れ
て
大

喜
び
し
た
り
、
一
回
休
み
の
コ
マ
に
止
ま
っ
て
が
っ

か
り
し
た
り
、
夢
中
に
な
っ
て
取
り
組
む
姿
が
見
ら

れ
た
。
特
に
、
普
段
授
業
に
集
中
で
き
な
い
生
徒
の

参
加
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。「
画
像
で
見

た
海
と
海
岸
が
き
れ
い
だ
っ
た
の
で
『
種
の
浜
』
へ

行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
。」「
芭
蕉
は
旅
を
通
し
て

様
々
な
景
色
を
見
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
感
じ
た
ん

だ
と
思
っ
た
。」「『
尿
前
の
関
』
の
俳
句
は
、
旅
の

つ
ら
さ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
思
っ
た
。」
と
い
う

感
想
は
、
各
地
の
自
然
や
俳
句
に
関
わ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
ク
イ
ズ
形
式
の
映
像
や
写
真
で
効
果
的
に
示
せ

た
か
ら
で
あ
る
。
芭
蕉
に
つ
い
て
さ
ら
に
学
び
た
い

と
い
う
感
想
が
多
く
、
調
べ
学
習
の
具
体
的
な
課
題

を
設
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
２
）「
私
の
芭
蕉
さ
ん
」
を
交
流
す
る
手
立
て

　
①
調
べ
学
習
レ
ポ
ー
ト

　

参
考
と
な
る
図
書
や
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
一
覧
表
プ

リ
ン
ト
を
渡
し
、
夏
休
み
の
課
題
と
し
た
。
レ
ポ
ー

ト
の
ま
と
め
方
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
雛
形
プ

リ
ン
ト
を
配
布
し
た
。

Ⅰ
序
論　
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
学
習
を
す
る

ま
で
、
私
が
芭
蕉
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
こ
と

は
、（　
　

）
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
し
た
。

Ⅱ
本
論　

そ
こ
で
、
私
は
芭
蕉
の
（　
　

）
に

つ
い
て
（　
　

）
で
調
べ
て
み
た
の
で
す
が
、次

の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。（　
　
　

）

Ⅲ
結
論　
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
調
べ
学
習
を

終
え
て
、
芭
蕉
に
対
す
る
私
の
思
い
を
ま
と
め

て
み
ま
す
。（　
　
　

）

　
②
芭
蕉
さ
ん
一
分
間
ス
ピ
ー
チ

　

レ
ポ
ー
ト
を
も
と
に
、
自
分
が
一
番
伝
え
た
い
こ

と
を
一
つ
に
し
ぼ
っ
て
、
一
分
間
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ

た
。
原
稿
用
紙
一
枚
で
芭
蕉
の
何
を
伝
え
る
の
か
、

聞
き
手
も
興
味
津
々
で
あ
っ
た
。

【
審
査
基
準
】
①
発
表
の
仕
方
…
声
の
大
き
さ
、
話

す
ス
ピ
ー
ド
が
適
当
で
あ
る
。
②
発
表
の
仕
方
…
感

情
を
こ
め
て
い
る
。
伝
え
よ
う
と
す
る
意
欲
が
感
じ

ら
れ
る
。
③
発
表
の
姿
勢
…
姿
勢
や
態
度
が
よ
い
。

ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
な
ど
。
④
発
表
の
内
容
…
表
現
の

工
夫
が
あ
る
。
発
見
や
感
動
が
あ
る
。
納
得
で
き
る
。

三
　
実
践
を
ふ
り
か
え
っ
て

　

授
業
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
み
る
と
、「
取
り
組

め
た
・
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
取
り
組
め
た
」と
回
答
し

た
生
徒
は
、
す
ご
ろ
く
九
四
％
、
レ
ポ
ー
ト
八
八
％
、

ス
ピ
ー
チ
八
四
％
で
あ
っ
た
。「
授
業
を
す
る
ま
で

は
名
前
し
か
知
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
芭
蕉
の
イ
メ
ー

ジ
に
肉
が
つ
い
た
と
い
う
か
人
間
像
を
つ
か
め
た
気

が
す
る
。」
と
い
う
感
想
の
よ
う
に
、
多
く
の
生
徒

に
と
っ
て
、
歴
史
上
の
偉
人
か
ら
血
が
通
っ
た
人
間

芭
蕉
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
わ
か
っ
て
楽
し
い
授
業
」
と
は
、
学
力
面
や
生
活

面
の
課
題
を
抱
え
た
生
徒
た
ち
が
、
い
き
い
き
と
参

加
し
、
自
信
が
持
て
る
授
業
、
お
互
い
の
良
さ
を
認

め
合
い
、
つ
な
が
れ
る
授
業
だ
と
考
え
る
。
古
典
の

基
礎
的
な
知
識
や
朗
読
技
能
の
習
得
と
と
も
に
、
活

用
力
を
育
て
る
と
い
う
課
題
に
向
け
て
、
生
徒
の
意

欲
・
関
心
を
高
め
る
授
業
デ
ザ
イ
ン
を
今
後
と
も
考

え
て
い
き
た
い
。

も
り　

き
よ
こ　

三
重
県
中
学
校
国
語
教
育
研
究
会
幹
事
。
三

重
県
教
育
工
学
研
究
会
会
員
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る「
わ
か
っ
て

楽
し
い
授
業
づ
く
り
」を
め
ざ
し
て
実
践
研
究
を
続
け
て
い
る
。

【発展】「おくのほそ道」すごろくゲームの授業
スクリーンの３択クイズの解答カードを挙げている。
机上にはすごろく盤とコマがある。
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書
写
指
導
の
重
要
性

　

書
写
の
時
間
は
、国
語
科
の
授
業
で
あ
る
。
至
極
、

当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、年
間
指
導
計
画
を
も
と
に
、

き
ち
ん
と
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
う
い
う
私
も
、
国
語
科
の
必
修
授
業
時
数
が
減
っ

た
時
期
か
ら
、
書
写
指
導
を
充
分
に
行
っ
て
い
な
い

こ
と
を
、
い
つ
も
反
省
し
て
い
る
。
そ
の
反
動
と
し

て
、
生
徒
の
文
字
意
識
に
表
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

痛
い
ほ
ど
感
じ
ら
れ
る
。

　

近
年
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
等
と
関
わ
る
時
間

が
多
く
な
っ
た
た
め
に
、
手
書
き
文
字
の
習
慣
が
少

な
く
な
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
筆
記
具
を
使
っ
て
書
く

こ
と
や
、
日
常
生
活
に
お
け
る
文
字
に
対
す
る
意
識

を
高
め
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
正
し
く
整
っ

た
文
字
を
書
く
こ
と
の
大
切
さ
、
文
字
を
書
く
こ
と

に
よ
っ
て
培
わ
れ
る
表
現
力
の
尊
さ
を
、
認
識
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
書
写
の
時
間
は
、
国
語
科
の
基
礎
・
基

本
と
し
て
の
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質

に
関
す
る
事
項
」
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
指
導
し

た
い
。
例
え
ば
、
書
写
と
漢
字
学
習
や
他
の
書
く
学

習
活
動
と
の
横
断
学
習
、
意
見
文
を
原
稿
用
紙
に
ま

と
め
さ
せ
る
際
の
書
き
方
指
導
、
古
典
や
詩
、
俳
句
、

短
歌
の
学
習
の
際
、
授
業
ノ
ー
ト
に
書
写
さ
せ
る
な

ど
、
国
語
科
学
習
の
文
字
指
導
や
「
書
く
こ
と
」
の

指
導
と
関
連
づ
け
て
、
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
、
書
写
用
語
（
文
字
の
大

小
、
行
の
中
心
、
配
置
、
字
間
、
空
間
、
余
白
、
基

本
点
画
、
筆
順
、
部
首
）
を
用
い
た
書
字
指
導
も
、

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
学
ん
で
身
に
つ
け
た
書
写
の

能
力
を
、
国
語
科
書
写
の
時
間
だ
け
で
な
く
、
国
語

科
の
授
業
は
も
ち
ろ
ん
、
他
教
科
や
日
常
の
生
活
に

役
立
て
て
い
け
る
よ
う
に
取
り
組
ま
せ
た
い
。

行
書
指
導
計
画
と
評
価
の
実
際

第
一
次

【
第
一
時
】
ね
ら
い
：
楷
書
と
比
較
し
て
行
書
の
特

徴
を
知
り
、
行
書
学
習
の
意
義
を
知
る
。

【
第
二
時
】
ね
ら
い
：
①
楷
書
と
行
書
の
筆
使
い
の

違
い
を
知
る
。
②
行
書
の
点
画
の
丸
み
や
連
続
、

右
払
い
の
変
化
を
理
解
し
て
書
く
。

【
第
三
時
】
ね
ら
い
：
行
書
の
点
画
の
連
続
と
方
向

や
形
の
変
化
を
理
解
し
て
書
く
。

第
二
次

【
第
四
時
】
ね
ら
い
：
毛
筆
で
学
習
し
た
行
書
の
特

徴
を
踏
ま
え
、
硬
筆
で
書
く
。

第
三
次

【
第
五
時
】
ね
ら
い
：
今
ま
で
の
行
書
の
学
習
を
踏

ま
え
て
、気
に
入
っ
た
言
葉
を
選
ん
で
毛
筆
で
書
く
。

【
第
六
時
】
ね
ら
い
：
行
書
の
学
習
を
生
活
の
中
に

生
か
す
。

　

以
上
の
ね
ら
い
を
踏
ま
え
て
学
習
し
、
自
己
評
価

を
さ
せ
る
。
振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
文

字
に
対
す
る
意
識
付
け
を
図
る
。

　

さ
ら
に
、
定
期
考
査
で
は
、
書
写
に
関
す
る
問
題

を
作
成
し
「
知
識
・
理
解
」
や
「
技
能
」
を
評
価
し

て
い
る
。
❖
は
主
な
出
題
項
目
で
あ
る
。

国
語
科
書
写
の
評
価
に
つ
い
て

一
学
年
行
書
指
導
か
ら
考
え
る

東
京
都
北
区
立
滝
野
川
中
学
校　

関
根　

克
洋
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●実践交流　中学書写 

　

❖
書
写
用
具
の
名
称
（
文
房
四
宝
…
筆
、
硯
の
部
分
名
称
）

　

❖
字
形
を
整
え
て
書
く（
自
分
の
氏
名
、課
題
文
字
…
鉛
筆
）

　

❖
基
本
点
画
の
名
称　
　

❖
筆
順

　

❖
平
仮
名
の
字
源　
　

❖
平
仮
名
の
字
形
（
鉛
筆
）

　

❖
行
書
の
特
徴　
　

❖
字
体
の
違
い

　

❖�

字
形
を
整
え
て
書
く
（
自
分
の
氏
名
、選
ん
だ
言
葉
〈
行

書
…
鉛
筆
〉）

　

❖
書
き
初
め
に
つ
い
て

書
写
指
導
の
課
題

　

平
成
二
十
四
年
度
全
面
実
施
の
新
中
学
校
学
習
指

導
要
領
で
は
、
書
写
に
関
す
る
事
項
を
〔
伝
統
的
な

言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
る
。
単
な
る
〔
言
語
事
項
〕
で
は
な

い
。
我
が
国
の
伝
統
的
な
文
字
文
化
を
大
切
に
す
る

こ
と
。
ま
た
、
社
会
生
活
で
役
立
つ
文
字
文
化
に
対

し
て
親
し
む
態
度
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
、
ま
す
ま

す
重
要
視
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　

今
後
、
書
写
に
関
す
る
指
導
が
、
他
の
領
域
と
関

連
を
も
た
せ
た
指
導
に
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

特
に
、
漢
字
に
関
す
る
指
導
や
、「
Ｂ
書
く
こ
と
」

の
領
域
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
く
よ
う
に
。
け
っ
し

て
毛
筆
の
み
の
単
発
的
な
指
導
で
は
い
け
な
い
。

せ
き
ね　

か
つ
ひ
ろ　

自
分
の
手
が
作
り
出
し
て
い
く
文
字
。

活
字
が
氾
濫
し
て
い
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
書
き
文
字
の
重
み

を
意
識
さ
せ
た
い
。

A B C

2

2

2

2

2
2

2

図Ⅱ　「書写に関する指導」評価計画

図
Ⅰ

図Ⅰ：�右ページで示した行書指導計画の
【第四時】に使用のワークシート。 
【第五時】【第六時】も同様のワーク
シートを活用し指導する。

図Ⅱ：�一学年「行書に関する指導」の評価
計画。評価の基準を、学年状況に応
じて示した。
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読
解
リ
テ
ラ
シ
ー
と
読
書
指
導　
●
第 

1 

回
●

主
題
・
要
旨
を
と
ら
え
る
と
い
う
こ
と

 

新
潟
大
学　
　
　
　

 

足
立　

幸
子

１　

は
じ
め
に

　

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
読
解
力
国
際
専
門
委
員
会（reading 

expert group

）の
一
員
と
し
て
、読
解
リ
テ
ラ
シ
ー

の
枠
組
み
を
検
討
す
る
と
い
う
仕
事
を
し
た
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
時
に
思
っ
た
こ
と
は
、
我
が
国
の
国
語

科
教
育
に
お
け
る
「
読
解
力
」
の
と
ら
え
方
は
、
ず

い
ぶ
ん
特
殊
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
具
体
的
に
、
そ
の

こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

　

図
１
は
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
二
〇
〇
〇
年
・
二
〇
〇
三

年
・
二
〇
〇
六
年
調
査
で
用
い
ら
れ
た
読
解
リ
テ
ラ

シ
ー
の
ア
ス
ペ
ク
ト
で
あ
る
。
一
連
の
読
書
過
程
の

中
で
、
読
ん
で
い
る
人
の
頭
に
は
様
々
な
こ
と
が
生

起
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ス
ペ
ク
ト
は

別
々
に
測
定
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
ア
ス
ペ
ク
ト
は
、
特
に
ど
れ
が
難
し
く
ど

れ
が
易
し
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。難
易
度
は
、個
々

の
テ
キ
ス
ト
や
問
い
方
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
も

の
で
あ
る
し
、
実
際
に
は
生
徒
の
通
過
率
に
よ
っ
て

測
ら
れ
る
。
こ
れ
と
、
我
が
国
の
国
語
科
教
育
に
お

け
る
「
読
解
力
」
と
の
と
ら
え
方
の
違
い
を
、
ひ
と

つ
例
を
出
し
て
比
べ
て
み
よ
う
。

２　

 「
幅
広
い
一
般
的
な
理
解
の
形
成
」か
ら
、

主
題
・
要
旨
を
と
ら
え
る
指
導
を
見
直
す

　

注
目
し
た
い
の
は
、
図
１
の
「
幅
広
い
一
般
的
な

理
解
の
形
成
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
筆
者
が
こ
の

文
章
で
言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
」「
こ

の
文
章
の
最
大
の
目
的
は
何
で
す
か
」
と
い
う
よ
う

な
、
テ
キ
ス
ト
の
主
題
や
要
旨
を
つ
か
む
こ
と
が
で

き
る
か
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
情
報
の

取
り
出
し
」
や
「
解
釈
の
展
開
」
や
「
テ
キ
ス
ト
の

内
容
の
熟
考
・
評
価
」
あ
る
い
は
「
テ
キ
ス
ト
の
形

式
の
熟
考
・
評
価
」
と
は
関
連
さ
せ
ず
に
、
測
定
で

き
る
も
の
と
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
従
来
の
国
語
科
授
業
お
け
る
主
題
・

要
旨
の
指
導
は
、
個
々
の
情
報
を
取
り
出
し
、
解
釈

を
さ
せ
、
丁
寧
に
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
初
め

図１　読解リテラシーのアスペクト
（国立教育政策研究所監訳『PISA2006年調査 評価の枠組み OECD生徒の学習到達度調査』ぎょうせい 2007年 p.44より）

読解力

基本的にテキスト
内部の情報を利用

外部の知識を
引き出す

テキストの独立した
部分に焦点を当てる

テキスト内の特定の
部分に焦点を当てる

構造に焦点を
当てる

内容に焦点を
当てる

情報の独立した部分 関係の理解

テキストの形式の
熟考・評価

テキストの内容の
熟考・評価

解釈の展開幅広い一般的な
理解の形成

情報の
取り出し
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あ
だ
ち
　
さ
ち
こ　

新
潟
大
学
教
育
学
部
准
教
授
。
Ｐ
Ｉ
Ｓ

Ａ
２
０
０
９
読
解
リ
テ
ラ
シ
ー
国
際
専
門
委
員
会
委
員
。
読

書
の
指
導
法
、
評
価
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

れ
か
ら
時
間
を
か
け
て
読
む
価
値
が
あ
る
か
ど
う
か

を
判
断
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
私
は
こ
れ
を
卒
業
研
究

の
指
導
で
用
い
て
い
る
が
、
中
学
生
で
も
十
分
に
使

用
で
き
る
。
何
か
読
み
た
い
こ
と
や
知
り
た
い
こ
と

を
先
に
決
め
さ
せ
、
そ
の
こ
と
が
中
に
書
か
れ
て
い

て
読
ん
だ
り
引
用
し
た
り
す
る
価
値
が
あ
る
か
ど
う

か
を
点
検
さ
せ
れ
ば
い
い
の
で
あ
る
。こ
の
よ
う
に
、

短
い
時
間
で
、
長
め
の
テ
キ
ス
ト
を
大
観
す
る
と
い

う
経
験
を
積
ま
せ
る
必
要
が
あ
る
。

４　

お
わ
り
に

　

以
上
、Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
読
解
リ
テ
ラ
シ
ー
を
も
と
に
、

主
題
・
要
旨
を
と
ら
え
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

我
が
国
の
読
解
力
観
を
検
討
し
て
み
た
。「
短
時
間

読
書
」
も
「
点
検
読
書
」
も
、
多
読
を
ベ
ー
ス
に
し

た
教
育
が
実
施
さ
れ
、
読
解
リ
テ
ラ
シ
ー
で
高
得
点

を
あ
げ
て
い
る
国
々
で
は
、
普
通
に
行
わ
れ
て
い
る

指
導
で
あ
る
と
想
像
す
る
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
連
載

で
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
鏡
と
し
て
我
々
の
読
解
力
観
や
読

書
指
導
を
問
い
直
し
、
読
解
リ
テ
ラ
シ
ー
を
つ
け
る

読
書
指
導
の
方
法
を
、
紹
介
し
て
み
た
い
。

い
う
我
が
国
の
国
語
科
授
業
か
ら
生
み
だ
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
逆
に
、

長
い
テ
キ
ス
ト
を
短
い
時
間
で
読
む
と
い
う
場
面
を

授
業
の
中
に
作
り
出
せ
ば
、
大
観
し
て
「
幅
広
い
一

般
的
な
理
解
の
形
成
」
を
行
う
力
は
自
然
に
身
に
つ

け
ら
れ
る
は
ず
な
の
だ
。
そ
こ
で
、
私
が
「
短
時
間

読
書
」「
点
検
読
書
」
と
呼
ん
で
い
る
読
書
指
導
の

方
法
を
、
こ
こ
で
紹
介
し
て
み
た
い
。

「
短
時
間
読
書
」
は
、
た
と
え
ば
七
分
間
な
ど
と
時

間
を
決
め
て
、
そ
の
時
間
内
に
筆
者
が
言
お
う
と
し

て
い
る
こ
と
は
何
か
、
そ
の
本
が
書
か
れ
た
目
的
は

何
か
を
読
み
と
ら
せ
る
と
い
う
読
書
指
導
の
方
法
で

あ
る
。
二
人
組
み
で
、
読
ん
だ
こ
と
の
な
い
別
々
の

本
を
読
ま
せ
る
。
七
分
経
っ
た
の
ち
、
読
み
と
っ
た

主
題
・
要
旨
を
相
手
に
話
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
白
い

紙
を
一
枚
渡
し
て
お
き
、
メ
モ
は
と
っ
て
も
よ
い
こ

と
と
す
る
が
、
決
し
て
主
題
や
要
旨
を
紙
に
書
い
て

は
い
け
な
い
。
そ
う
す
る
と
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま

う
か
ら
で
あ
る
。
短
い
時
間
を
最
大
限
に
生
か
し
て

本
を
大
観
す
る
と
い
う
経
験
を
積
ま
せ
る
こ
と
が
、

こ
の
指
導
法
で
最
も
重
要
な
点
で
あ
る
。

「
点
検
読
書
」
は
、
ア
ド
ラ
ー
の
『
本
を
読
む
本
』

に
書
か
れ
て
い
る
「
点
検
読
書
」
か
ら
発
想
を
得
て
、

私
が
主
に
大
学
の
ゼ
ミ
の
中
で
行
っ
て
い
る
読
書
指

導
法
で
あ
る
。
ま
ず
学
生
に
読
む
目
的
（
読
み
た
い

こ
と
）
を
決
め
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
本
を
点
検

さ
せ
て
、
自
分
の
目
的
か
ら
考
え
れ
ば
そ
の
本
を
こ

て
主
題
が
分
か
っ
て
く
る
と
い
う
前
提
で
行
わ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
実
際
の
授
業
で
は
、
場
面
・
段

落
ご
と
に
大
事
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
押
さ
え
た
り
、
大

意
を
ま
と
め
た
り
、
見
出
し
を
付
け
た
り
し
て
、
数

時
間
を
過
ご
し
た
後
、
や
っ
と
主
題
・
要
旨
を
と
ら

え
る
授
業
に
入
る
の
だ
。
こ
れ
は
、
我
が
国
の
国
語

教
師
の
①
主
題
・
要
旨
の
前
提
に
は
細
か
い
情
報
が

読
め
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
②
主
題
・
要
旨
は

難
し
く
、
情
報
の
取
り
出
し
・
解
釈
は
易
し
い
と
い

う
読
解
力
観
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ス

ペ
ク
ト
は
個
々
に
測
定
可
能
で
、
難
易
度
は
ア
ス
ペ

ク
ト
に
よ
ら
な
い
と
す
る
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
読
解
リ
テ
ラ

シ
ー
と
は
、
異
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
際
の

と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
長
時
間
を
か
け
て
の
主
題
指

導
に
た
ど
り
つ
い
た
頃
に
は
、
教
材
文
に
対
し
て
飽

き
を
感
じ
た
り
、
疲
弊
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
子
ど

も
も
い
る
。
主
題
・
要
旨
を
と
ら
え
る
の
に
重
要
な

こ
と
は
、
そ
う
い
う
個
々
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
は
な

く
、
む
し
ろ
大
観
す
る
こ
と
で
あ
り
、
大
観
す
る
こ

と
は
決
し
て
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

を
、
私
た
ち
は
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
読
解
リ
テ
ラ
シ
ー
か
ら

学
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
。

３　

 

読
書
指
導
で
、「
幅
広
い
一
般
的
な
理
解
の

形
成
」の
力
を
高
め
る

　

こ
の
よ
う
な
我
が
国
の
教
師
が
持
っ
て
い
る
読
解

力
観
は
、
短
い
テ
キ
ス
ト
を
長
時
間
か
け
て
読
む
と
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今回の辞書ことばが辞書に入る瞬
と き

間   ─  第 ４ 回

三省堂 例解小学国語辞典 第四版
三省堂／2008年

子どもの変化に
 即応した新しさを
－第四版改訂作業から

『三省堂例解小学国語辞典』編集委員　近藤　章

　

な
お
、
内
容
の
改
訂
だ
け
で
な
く
、
一
冊
の
重
さ

を
減
ら
す
努
力
も
し
た
。
子
ど
も
用
の
学
習
辞
典
で

あ
る
。
気
軽
に
持
ち
運
べ
る
、
使
い
や
す
い
重
さ
に

し
た
い
。
そ
の
た
め
、
幾
度
も
紙
質
を
検
討
し
、
総

ペ
ー
ジ
は
そ
の
ま
ま
で
、
類
書
中
い
ち
ば
ん
手
に
取

り
や
す
い
重
さ
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

二
　
変
化
に
応
じ
た
新
た
な
項
目
を

　

改
訂
の
主
た
る
目
的
は
、
子
ど
も
の
言
語
環
境
や

学
習
内
容
の
変
化
に
応
じ
た
内
容
の
再
検
討
、
と
く

に
新
項
目
の
採
択
・
補
充
で
あ
る
。

　

小
学
校
全
教
科
の
教
科
書
、
よ
く
読
ま
れ
て
い
る

読
み
物
や
雑
誌
な
ど
の
調
査
か
ら
始
ま
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
の
言
語
生
活
の
、
想
定
さ
れ
る
変
化
を
視
野

に
、
新
項
目
の
選
定
を
進
め
た
。

①
情
報
関
係
の
変
化
か
ら

　

情
報
通
信
環
境
が
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い

る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
後
掲
の
よ
う
な
語
が
、
子
ど

も
た
ち
の
語
彙
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　

旧
版
で
も
、
こ
の
面
に
は
十
分
配
慮
し
て
あ
っ
た

が
、そ
れ
で
も
こ
の
変
化
に
は
対
応
で
き
て
い
な
い
。

目
配
せ
を
怠
る
と
、﹁
デ
ジ
タ
ル
放
送
﹂
な
ど
、
数

年
後
に
は
わ
ざ
わ
ざ
断
る
必
要
が
な
く
な
っ
て
、
削

除
す
べ
き
語
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

�

Ｉ
Ｔ
・
Ｉ
Ｄ
・
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
（
サ
イ
ト
）・
ス

キ
ャ
ナ
ー
・
デ
ジ
タ
ル
放
送
・
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
・

光
フ
ァ
イ
バ
ー
・
ブ
ロ
グ
…

　

小
学
生
向
け
に
つ
く
ら
れ
た
最
初
の
本
格
的
な
国

語
辞
典
の
は
じ
ま
り
は
、﹁
三
省
堂
小
学
校
国
語
辞

典
﹂（
一
九
五
九
）
で
あ
っ
た
。
か
け
出
し
の
小
学

校
教
師
だ
っ
た
こ
ろ
、
私
も
こ
の
辞
典
に
、
ず
い
ぶ

ん
助
け
ら
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
継
い
で
生
ま
れ
た
の
が
、
現
在
刊
行

さ
れ
て
い
る
﹁
三
省
堂
例
解
小
学
国
語
辞
典
﹂

（
一
九
九
七
初
版
）
で
あ
る
。

　

こ
の
﹁
例
解
﹂
は
、
前
身
が
国
語
辞
典
の
小
学
生

版
で
あ
る
の
に
比
べ
て
、
内
容
が
一
新
さ
れ
、
い
わ

ば
学
習
の
た
め
の
辞
典
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
人

名
・
地
名
・
専
門
用
語
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
百
科
項
目

や
、
数
多
く
の
学
習
コ
ラ
ム
が
、
新
た
に
取
り
入
れ

ら
れ
た
り
し
て
い
る
。

　

以
来
こ
れ
が
版
を
重
ね
て
、
こ
の
た
び
第
四
版
が

刊
行
さ
れ
た
。そ
の
改
訂
の
一
端
を
記
し
て
み
た
い
。

一
　
総
ル
ビ
と
持
ち
や
す
い
重
さ
に

　

今
回
の
改
訂
作
業
の
一
つ
は
、
こ
れ
は
今
回
だ
け

の
特
別
な
事
情
で
あ
る
が
、
全
文
総
ル
ビ
に
切
り
替

え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
こ
ろ
の
辞
書
利
用
の

低
学
年
化
に
、
対
応
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

ル
ビ
を
付
け
る
に
は
、
今
よ
り
も
行
間
を
広
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
当
然
、
ペ
ー
ジ
増
と
な

る
。
が
、
子
ど
も
が
使
う
辞
典
で
も
あ
り
、
む
や
み

な
厚
さ
に
は
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
今
回
は
と
り

わ
け
、
内
容
の
ス
リ
ム
化
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
の

改
訂
作
業
と
な
っ
た
。
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こ
ん
ど
う
　
あ
き
ら
　
一
九
三
三
年
、
名
古
屋
市
生
ま
れ
。

小
中
学
校
・
市
教
委
を
経
て
、
名
古
屋
芸
術
大
教
授
で
退
職
。

同
大
名
誉
教
授
。
第
一
版
か
ら
当
該
国
語
辞
典
編
集
委
員
。

切
っ
て
、
削
除
項
目
を
取
り
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

削
除
し
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

①
子
ど
も
の
生
活
か
ら
遠
い
と
考
え
ら
れ
る
語

　

�

愛
育
・
栄
進
・
炎
々
・
恩
給
・
金
的
・
破
廉
恥
・

フ
ラ
ン
・
弁
じ
る
・
望
外
・
奉
職
…

②
別
の
言
い
方
に
代
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
語

　

�

石
綿
・
海
水
着
・
学
課
・
銀
幕
・
金
剛
石
・
産

婆
・
奏
楽
・
奏
鳴
曲
・
天
然
色
・
友
軍
…

③
消
え
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
語

　

�

脚
絆
・
膏
薬
・
謄
写
版
・
Ｄ
Ｐ
Ｅ
・
デ
ノ
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
ビ
ニ
ロ
ン
・
ポ
ジ
・
麦
焦
が
し
…

　

こ
の
ほ
か
、
前
回
の
改
訂
以
後
に
、
国
立
公
園
、

省
庁
名
、
市
町
村
名
、
郵
政
制
度
等
の
変
更
が
あ
っ

た
。
そ
の
削
除
訂
正
も
行
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
百
科
項

目
は
変
更
が
間
々
あ
り
、
要
注
意
で
あ
る
。

　

紙
数
の
制
約
の
な
か
、
や
む
な
く
立
項
を
見
送
っ

た
語
や
、
削
除
に
迷
い
の
残
っ
た
語
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
い
ま
は
、
今
回
の
取
捨
選
択
が
適
切
で
あ
っ
た

こ
と
を
祈
る
の
み
で
あ
る
。

　

例
を
あ
げ
る
と
、
旧
版
を
検
討
し
て
目
に
つ
い
た

の
が
、
野
球
関
係
の
語
彙
の
多
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

か
つ
て
は
そ
れ
が
実
態
に
即
し
て
い
た
で
あ
ろ
う

が
、
子
ど
も
た
ち
の
好
み
の
多
様
化
を
考
え
る
と
、

い
さ
さ
か
偏
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　

そ
ん
な
観
点
か
ら
、
追
加
や
訂
正
を
し
た
項
目
も

あ
る
。

　

�

ア
ウ
ェ
ー
・
エ
リ
ア
・
カ
ー
リ
ン
グ
・
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
・
時
計
回
り
・
パ
ワ
フ
ル
・
ボ
ー
ド
…

⑤
再
度
の
見
直
し
の
中
か
ら

　

初
版
の
項
目
選
定
の
際
、
小
学
校
用
と
し
て
は
必

要
な
し
と
し
て
採
ら
な
か
っ
た
語
が
、
読
み
物
や
教

科
書
に
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
た
り
す
る
。
テ
レ
ビ

番
組
な
ど
で
は
、
難
し
い
漢
語
や
四
字
熟
語
が
と
り

あ
げ
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
を
勘
案
し
て
見
直
す
と
、
追
加
す
べ
き
語

が
い
く
つ
か
出
て
き
た
。
次
は
、
そ
の
例
で
あ
る
。

　

�

一
期
一
会
・
落
ち
込
む
・
禍
根
・
活
性
化
・
喜
色

満
面
・
興
味
津
々
・
甲
乙
つ
け
が
た
い
・
荒
唐
無

稽
・
桃
源
郷
・
封
印
・
抱
腹
絶
倒
…

　

限
ら
れ
た
紙
数
で
あ
る
。
新
項
目
を
追
加
す
る
ば

か
り
で
は
、
紙
数
を
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
う
。
一
方

で
、
項
目
削
除
が
欠
か
せ
な
い
。

　

も
と
も
と
適
切
と
判
断
し
て
採
録
し
て
あ
る
項
目

で
あ
る
。
削
る
の
は
易
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
子
ど

も
の
言
語
環
境
の
変
化
を
斟
酌
し
な
が
ら
、
思
い

②
教
科
書
の
内
容
の
変
化
か
ら

　

教
科
書
の
、
度
々
の
改
訂
も
見
逃
せ
な
い
。

　

国
語
科
の
特
に
説
明
文
教
材
や
、
社
会
科
・
理
科

な
ど
の
教
科
書
か
ら
、
新
項
目
候
補
が
浮
か
び
上
が

り
、
取
捨
選
択
に
頭
を
悩
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
使

用
頻
度
、
使
用
範
囲
か
ら
考
え
て
、
次
の
よ
う
な
語

を
立
項
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

�

エ
コ
（
エ
コ
ロ
ジ
ー
）・
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
・
介
助
犬
・

学
芸
員
・
化
石
燃
料
・
縄
文
杉
・
食
育
・
租
庸

調
・
聴
導
犬
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
・
ビ
オ
ト
ー
プ
・
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
・
道
の
駅
…

③
言
語
環
境
の
変
化
か
ら

　

テ
レ
ビ
一
つ
を
考
え
て
も
、
そ
の
と
き
そ
の
と
き

に
、
目
新
し
い
語
が
行
き
交
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る

時
事
用
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て

は
新
語
で
あ
り
、
辞
書
に
当
た
っ
て
調
べ
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
。
そ
れ
に
応
え
る
用
意
も
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
語
を
立
項
し
た
。

　

�

Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
個
人
情
報
・
自
給
率
・
少
子

化
・
認
知
症
・
熱
中
症
・
バ
イ
オ
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
・
Ｐ
Ｋ
Ｏ
・
非
核
・
ブ
ラ
ン
ド
・
無
添
加
・
メ

タ
ボ
・
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
・
レ
ト
ロ
…

④
子
ど
も
の
遊
び
の
変
化
か
ら

　

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
や
趣
味
、
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ

の
変
化
に
も
、
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

31

p30-31_連載2.indd   31 08.12.4   11:37:05 AM



力話
力和

力輪第1回

32

たかはし　しゅんぞう　前群馬大学教授。ILEC言語
教育文化研究所常務理事。ＮＨＫテレビ「話し方教室」
「朗読入門」など企画出演。現在，「猫また」の45分
授業で，小学生の笑いを呼ぶ授業に凝っている。

　子どもたちはすぐ笑う。笑うのが好きだ。
　例えば，次の場面。何かの理由で，10人
以上の挙手を数える場合，教師が，
「では数えるよー。ﾜﾝ，ﾄｩｰ，ｽﾘｰ，……ﾃﾝ，
じゅういち，じゅうに，じゅうさん，じゅうし，……」
とやれば，必ずどっと笑いが来る。
　また，これとは逆に，
「では数えるよー。いち，にい，さん，しい，……じゅう，
ｲﾚﾌﾞﾝ，ﾄｪﾙﾌﾞ，ｻｰﾃｨｰﾝ，……」
とやれば，同じく，笑いが起こる。しかし，
両者のその笑いは微妙に異なる。
　いわば，前者がユーモア，後者がウィット。
　笑いは，「変化の中にある不本意的なもの」
と言ったのはベルクソン。予想外の予期せぬ
変化，しかも突然の変化が笑いを誘う。
　英語の数え方が突然日本語に変わる。日本
語の数え方が突然英語に変わる。予想を覆さ
れるところに，笑いが生まれる。
　でも，前者の反予想は，聞き手にとって安
堵に落ち着く。「なあんだ，先生は，11以上
は英語を知らないんだ。ぼくと同じだ。」「な
あんだ，先生知らないんだ。私，知ってる
よ。」と，同等の立場に降りていくか，もっ
と，それ以下の立場に降りるか，いずれにし
ても，聞き手は，話し手と同位ないしは優位
に立ち，安心して笑う。
　ところが，後者は，予想を覆されるのは，

同じだが，話し手にステップを１段階上がら
れてしまう。「お前ら，知ってるか。」「言え
るか。」の挑戦に受けとめられかねない。聞
き手は「なんだよ，知ったかぶって。」の反
応となりかねない。
　ユーモアは，同じ地平で，人間的な共感の
笑いをいう。ウィットは，知的な笑いであ
り，時に人を切ることもある。ウィットもよ
いが，教室の子どもたちを救い，明るくする
ユーモアを考えよう。
　ユーモアは，その場を明るくし，人と人と
の和を結び，その和の協力によって，新しい
事と物とを創造する力を発揮する。
　落語家が，本題に入る前の枕を振る段階
で，自分を卑下したり，聞き手を煽てたりす
るのは，この地平の問題だ。何も，教師は卑
下することはないが，偉ぶる必要もない。
「いやー，俊ちゃん，君がいてくれたかー。
よかった。頼まれてよー」か。「えーと，誰
かいないかなあ。うーん，俊ちゃんだけか。
じゃあ，頼まれてよ」か。
　ユーモアは，相手の存在を肯定する，人間
的な，温かい笑いをいうのだ。

前群馬大学教授　高橋　俊三

ユーモアは，相手の肯定，人間の肯定
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編
集
後
記

　

平
成
20
年
春
に
告
示
さ
れ
た
新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
も

「
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
〝
習
得
〞、
こ
れ
ら
を

〝
活
用
〞
し
て
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
等
の
育
成
」
が
改
め
て
示
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
こ

の
〝
習
得
〞
と
〝
活
用
〞
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
学
校
で
の
学

び
に
つ
い
て
国
語
科
を
越
え
た
視
点
か
ら
の
考
察
を
試
み
ま

し
た
。
国
語
科
か
ら
他
教
科
へ
、
他
教
科
か
ら
国
語
科
へ
、

学
び
を
つ
な
い
で
い
く
た
め
の
取
り
組
み
は
今
後
も
注
目
さ

れ
て
い
き
そ
う
で
す
。

　

18
号
よ
り
表
紙
・
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
、
二
本
の
連
載
コ

ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。「
読
解
リ
テ
ラ
シ
ー
と

読
書
指
導
」、
そ
し
て
「
話
力
・
和
力
・
輪
力
」
で
す
。
ご

意
見
・
ご
感
想
は
編
集
部
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 
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新明解国語辞典編
【しろ版】
「友情」「ロマン」「青春」「運命
共同体」など22語を収録。

新明解国語辞典編
【くろ版】
「悪魔」「暴れん坊」「サスペンス」
「まがい物」など22語を収録。

四字熟語辞典編
【一期一会】
「威風堂堂」「完全無欠」「相思
相愛」などの22語を収録。

年中行事辞典編
【いちねん】
「お正月」「夏休み」「運動会」
「クリスマス」などを収録。

四字熟語辞典編【一期一会】

写
真
×
辞
書

お
気
に
入
り
の
写
真
が
辞
書
に
な
る
！

学
校
で
、職
場
で
、家
庭
で
、み
ん
な
で
楽
し
め
る
！

表
現
の
世
界
、こ
と
ば
の
世
界
が
、

グ
ン
と
、身
近
に
！

コンサイス

アルバムディクショナリー

近刊のご案内

＊
レ
イ
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ウ
ト
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ー
ジ

　
 

右
ペ
ー
ジ
が
辞
書
、
左
ペ
ー
ジ
が
写

真
を
貼
る
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま

す
。
Ｌ
判
の
写
真
が
タ
テ
・
ヨ
コ
ど

ち
ら
で
も
貼
れ
ま
す
。
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習得・活用の学びを拓く特 集 18vol.

三省堂  国語教育

a new way of learning Japanese

回
覧

▶すべての漢字にふりがな付きで，１年生から使える。
▶新開発の用紙で，20％の軽量化を実現。
▶類書中最軽量で，最大級の33,000語を収録。
▶豊富な用例・図版や例解コラムに加え，特設コラムをさらに充実。
▶地名・人名も取り上げ，他教科の学習にも活用できる。
▶�常用漢字をすべて収録，くわしく解説。付録に，イラストで楽しむ
　「くらしの中の英語」ポスター。
▶２色刷。文字が大きいワイド版も同時刊行。

▶新開発の用紙で20％の軽量化を実現。
▶類書中最軽量で，最大の3,000字を収録。
▶最新人名用漢字983字にも対応。常用漢字は筆順を明示。
▶漢字の字義ごとに熟語を分類する画期的方式で漢字の意味の広がりを把握。
▶豊富な［例］［表現］欄，充実したコラム，多彩な付録。
▶�さくいんとしても使える「小学校で学ぶ漢字一覧表」ポスター・
　「漢字辞典引き方ガイド」シートの二大特別付録つき。
▶２色刷。文字が大きいワイド版も同時刊行。

三
省
堂

辞
典国語例解

小学
第�

版
四

三
省
堂

辞
典漢字例解

小学
第�

版
三

新装版

	 1,995円（税込）／B6判／ ISBN978-4-385-13821-3
［ワイド版］2,205円（税込）／A5判／ ISBN978-4-385-13822-0田近洵一 編

	 1,995円（税込）／B6判／ ISBN978-4-385-13817-6
［ワイド版］2,205円（税込）／A5判／ ISBN978-4-385-13818-3

林 四郎（主幹），大村はま 編

1,995円（税込）／B5判／
ISBN978-4-385-36399-8

神奈川県川崎市立中原小学校 編 1,680円（税込）／四六判／
ISBN978-4-385-36341-7

尾木直樹 著

各教科等における言語活動の
充実を目指して新学習指導要
領に対応。各教科等を通して
言語活動を充実させる取り組
みと，クロスカリキュラムを
取り入れた言語活動の考え方
をふまえた研究の集大成。

今こそ，教師の出番です。
がんばれ先生！
「ダメ教師！」
「モンスターペアレント！」
教師・親のバッシングから
真の教育改革は生まれない。
お父さん，お母さんにも
必読の書。

生きてはたらく
ことばの力を育てる
カリキュラムの創造

学校を元気にする
50のルール

三省堂の本三
省
堂

国
語
教
育

vol.18

特
集
　
習
得
・
活
用
の
学
び
を
拓
く

H1-4_vol.18.indd   2-3 08.12.2   3:25:33 PM




